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違
法
一
元
論
に
つ
い
て

前

田

達

明

　（
四
七
一
）

第
一
　
本
稿
の
目
的

　

筆
者
は
、
か
つ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
不
法
行
為
法
は
、
民
法
七
〇
九
条
で
、
殆
ど
全
て
の
事
件
を
処
理
す
る
よ
う
な
様
相
を
呈
し
、
そ
の
理
論
状
況
は
混
迷
を
極
め
て
い
る
」

（
前
田
達
明
「
不
法
行
為
帰
責
論
」
一
九
七
八
年
（
創
文
社
）
は
し
が
き
一
頁
。
以
下
、
前
田
達
明
・
前
掲
書
と
い
う
）。
そ
し
て
、
現
在
も

そ
の
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
例
え
ば
、
民
法
第
七
〇
九
条
の
解
釈
と
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
、
過
失
違
法
二
元
論
、
過
失
一
元
論
、

違
法
一
元
論
の
三
説
が
鼎
立
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
つ
と
に
、
違
法
一
元
論
を
主
張
し
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
一
八
九
頁
、
二
一
八
頁
。
な

お
、
以
下
、
前
田
達
明
の
「
違
法
一
元
論
」
を
、
単
に
、
違
法
一
元
論
と
い
う
）、
近
時
に
お
い
て
は
、
前
田
達
明
「
権
利
侵
害
と
違
法
性
」

（
山
田
卓
生
＝
藤
岡
康
宏
編
「
新
・
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
（
2
）」
一
九
九
八
年
（
日
本
評
論
社
）
一
頁
。
以
下
、
前
田
達
明
・
前
掲
論
文
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と
い
う
。）
に
、
そ
れ
を
要
約
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
に
お
い
て
も
、
違
法
一
元
論
に
対
し
て
、
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て
お
り
、

筆
者
と
し
て
は
、
再
度
、
違
法
一
元
論
を
確
認
し
（
以
下
、「
第
二
」
と
い
う
）、
次
い
で
、
違
法
一
元
論
批
判（

1
）に

対
し
て
解
答
を
提
示
し
、

加
え
て
他
説
に
対
し
て
批
判
を
提
起
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
（
以
下
、
筆
者
と
は
前
田
達
明
の
こ
と
で
あ
る
）。

　

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
敢
え
て
、
ポ
レ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
な
論
述
を
展
開
し
た（

2
）。

そ
れ
は
、
論
争
こ
そ
が
、
学
問
の
発
展
に
不
可
欠
で

あ
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
を
契
機
と
し
て
、
再
度
、
違
法
一
元
論
に
対
し
て
、
厳
し
い
再
批
判
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

（
1
）　

現
在
、
筆
者
が
参
照
可
能
な
文
献
に
拠
っ
た
。
他
に
も
、
多
く
の
御
批
判
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

（
2
）　

勿
論
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
各
著
者
に
対
す
る
筆
者
の
大
い
な
る
尊
敬
の
念
に
は
、
い
さ
さ
か
の
揺
る
ぎ
も
な
い
。
日
本
の
学
界
で
は
、
学
説
批
判
が
、
し
ば
し
ば
、

学
者
批
判
と
（
第
三
者
に
）
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
の
誤
解
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
井
宜
雄
教
授
や
、
淡
路
剛
久
教
授
へ
の
私
の
批

判
は
激
烈
を
極
め
て
い
る
。
し
か
し
、
お
二
人
と
は
、
祇
園
で
、
一
夜
、
清
遊
を
楽
し
ん
だ
間
柄
で
あ
る
。

第
二
　
違
法
一
元
論
の
確
認

一
．
民
法
第
七
〇
九
条
の
解
釈

　

⑴　

民
法
典
第
三
編
「
債
権
」
に
お
い
て
、
そ
の
第
五
章
に
は
「
不
法
行
為
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、「
不
法
行
為
」
と
は
何
か
。

第
五
章
の
条
文
の
中
で
、
最
も
基
本
的
な
原
則
規
定
で
あ
る
第
七
〇
九
条
は
、「
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
又
は
法
律
上
保
護

さ
れ
る
利
益
を
侵
害
す
る
」
行
為
と
規
定
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、〝
故
意
又
は
過
失
〞
に
よ
っ
て
、〝
他
人
の
法
益
を
侵
害
す
る
〞
と
い
う
こ
と
が
、
当
該
行
為
に
不
法
性
す
な
わ
ち
違
法
性
と

　（
四
七
二
）
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い
う
法
的
性
質
を
付
与
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、「
不
法
」
と
は
「
違
法
」
の
こ
と
で
あ
り
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
一
九
六
頁
、

同
二
〇
二
頁
（
注
3
）、
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九
九
年
（
信
山
社
）
二
七
頁
）、「
不
法
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
が
、
法

文
解
釈
と
し
て
は
、
よ
り
正
確
で
あ
る
が
、
判
例
学
説
に
お
い
て
、
長
年
、「
違
法
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
今
、
そ

れ
を
改
め
る
よ
り
も
、「
違
法
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
方
が
、
よ
り
議
論
が
容
易
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
も
、「
違
法
」
と
い
う
用

語
を
用
い
る
。

　

⑵　

し
た
が
っ
て
、
民
法
第
七
〇
九
条
に
お
い
て
は
、「
故
意
過
失
」
と
い
う
〝
行
為
違
法
（
行
為
無
価
値
）〞
と
「
法
益
侵
害
」
と
い
う

〝
結
果
違
法
（
結
果
無
価
値
）〞
が
要
件
と
な
っ
て
、
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
故
意
又
は
過
失
」
と
い
う
要

件
と
「
法
益
侵
害
」
と
い
う
要
件
を
、〝
違
法
性
〞
と
い
う
同
じ
〝
次
元

0

0

〞
に
並
列
し
て
、
総
合
的
に
判
断
を
行
な
い
、
損
害
賠
償
責
任
を

認
め
る
、
あ
る
い
は
認
め
な
い
、
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
二
一
八
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、「
故

意
又
は
過
失
」
が
な
け
れ
ば
行
為
違
法
な
し
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
ず
、「
法
益
侵
害
」
が
な
け
れ
ば
結
果
違
法
な
し
と
し
て
、

損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、「
理
論
」
と
し
て
、「
違
法
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、〝
故

意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
法
益
を
侵
害
す
る
〞
が
、
民
法
典
自
身
が
定
め
る
よ
う
に
、「
違
法
」
と
い
う
「
規
範
的
（
評
価
的
）
要
件
」

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
過
失
違
法
二
元
論
と
い
う
の
も
疑
問
が
あ
り
、
過
失
「
法
益
侵
害
」

二
元
論
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（「
違
法
」
と
い
う
の
は
、
法
典
上
、
あ
く
ま
で
、「
過
失
」
を
含
ん
だ
用
語
な
の
で
あ
る
）。
な
お
、
蛇
足

で
あ
る
が
、
違
法
一
元
論
は
、
過
失
一
元
論
が
「
法
益
侵
害
」
概
念
を
捨
て
去
る
の
と
異
な
り
、「
法
益
侵
害
」
と
い
う
要
件
は
勿
論
の
こ
と
、

「
過
失
」
と
い
う
要
件
も
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「『
一
元
化
』
は
、
あ
く
ま
で
「
権
利
侵
害
」「
故
意
」「
過
失
」
の
意
味
の
解

釈
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
責
任
発
生
要
件
の
枠
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
維
持
さ
れ
る
点
で
、
前
掲
の
「
過
失
一
元
論
」
と
異
な
る
」（
古

賀
哲
夫
＝
山
本
隆
司
編
「
現
代
不
法
行
為
法
学
の
分
析
」
一
九
九
七
年
（
有
信
堂
）
八
頁
注
（
9
）（
山
本
隆
司
））
と
い
う
の
が
、
正
確
な

　（
四
七
三
）
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理
解
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
、
法
秩
序
の
構
造
か
ら
い
う
と
、
法
は
、
諸
々
の
社
会
的
価
値
の
う
ち
、
保
護
に
値
す
る
と
評
価
し
た
も
の
を
、
各
社
会

構
成
員
に
分
配
帰
属
さ
せ
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
者
の
意
思
に
委
ね
る
（
法
の
分
配
機
能
。
分
配
規
範
。
柳
沢
弘
士
の
い
わ
れ
る
「
物
的
価

値
規
範
」（
柳
沢
弘
士
「
ケ
メ
ラ
ー
の
民
事
不
法
理
論
（
三
）」
日
本
法
学
三
一
巻
四
号
（
一
九
六
五
年
）
一
三
五
頁
、
柳
沢
弘
士
「
不
法
行

為
法
に
お
け
る
違
法
性
」
私
法
二
八
号
（
一
九
六
六
年
）
一
二
五
頁
）
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
は
、
憲
法
第
一
三
条
を
基
本
と
し

て
（
憲
法
第
二
九
条
第
一
項
が
、
そ
の
代
表
例
）、
民
法
の
「
物
権
」「
債
権
」
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
（
そ
の
他
の
法
に
よ
る
分
配
も
あ
る
）。

他
方
、
他
人
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
命
令
す
る
（
法
の
命
令
機
能
。
命
令
規
範
。
こ
れ
は
、
分
配
規
範
か
ら
出
る
の
で

な
く
、
両
者
は
対
等
に
並
ぶ
も
の
で
あ
る
）。
そ
れ
は
、
憲
法
第
一
二
、
一
三
条
か
ら
、〝
他
人
の
基
本
権
を
侵
害
し
て
は
い
け
な
い
〞（
他

者
加
害
禁
止
）
と
い
う
こ
と
が
導
か
れ（

1
）、

そ
れ
が
民
法
第
一
条
に
結
実
し
て
い
る
。
前
者
の
規
範
に
違
反
す
る
の
が
結
果
違
法
（
結
果
無
価

値
）、
後
者
に
違
反
す
る
の
が
行
為
違
法
（
行
為
無
価
値
）
で
あ
り
、
前
者
は
被
害
者
の
立
場
を
、
後
者
は
加
害
者
の
立
場
を
考
慮
し
た
も

の
で
あ
る（

2
）。

そ
し
て
、
こ
の
両
違
法
性
（
両
無
価
値
性
）
が
加
算
（
こ
れ
は
、
勿
論
、
譬
喩
的
表
現
で
あ
る
。）
さ
れ
て
、
一
定
限
度
を
超

え
た
と
き
、
不
法
行
為
法
的
保
護
を
与
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
違
法
度
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
に
す
る
の
で
あ
る
。
適
切
な
表
現
で
は
な
い
が
、

例
え
ば
、

　
故
意
＞
5
､
5
＞
過
失
､
不
法
行
為
法
的
保
護
を
必
要
な
違
法
度
＞
6

と
す
る
と
、
あ
る
法
益
Ａ
の
あ
る
侵
害
の
違
法
度
が
1
で
あ
れ
ば

加
害
者
に
故
意
あ
る
場
合
の
み
不
法
行
為
法
的
保
護
が
与
え
ら
れ
る
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
一
九
二
頁
）。

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
違
法
一
元
論
が
、
こ
れ
ま
で
の
民
法
第
七
〇
九
条
の
解
釈
論
史
か
ら
み
て
、
そ
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
。

（
1
）　

基
本
権
の
限
界
（
制
約
）
と
し
て
の
「
公
共
の
福
祉
」
は
、
少
な
く
と
も
、
ミ
ル
の
「
他
者
加
害
禁
止
」
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
明
ら
か
で
あ

　（
四
七
四
）
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る
（
佐
藤
幸
治
「
憲
法
第
三
版
」
一
九
九
五
年
（
青
林
書
院
）
四
〇
〇
頁
、
松
井
茂
記
「
日
本
国
憲
法
」
一
九
九
九
年
（
有
斐
閣
）
三
四
七
頁
）。

（
2
）　

憲
法
規
範
と
の
関
係
で
、
こ
の
問
題
を
把
握
す
る
の
は
、
山
本
敬
三
、
潮
見
佳
男
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

二
．
違
法
一
元
論
の
成
立
史

　

⑴　

末
川
博
が
、「
権
利
侵
害
論
」（
一
九
三
〇
年
（
弘
文
堂
））
に
お
い
て
、
民
法
第
七
〇
九
条
の
「
権
利
侵
害
」
を
違
法
性
と
読
み
替
え
、

我
妻
栄
が
、
そ
の
「
違
法
性
」
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、〝
被
侵
害
利
益
の
種
類
と
加
害
行
為
の
態
容
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
、
考
察
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
〞（
我
妻
栄
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」
一
九
三
一
年
（
日
本
評
論
社
））
と
し
、
日
本
の
不
法
行
為
法
学
は
、
被
侵
害
利

益
と
侵
害
行
為
の
類
型
化
に
努
め
て
き
た
。
こ
こ
で
、
注
意
す
べ
き
は
、
我
妻
栄
の
い
う
「
侵
害
行
為
」
と
は
、
刑
罰
法
規
違
反
行
為
、
そ

の
他
の
禁
止
命
令
法
規
違
反
行
為
、
公
序
良
俗
違
反
行
為
、
権
利
濫
用
行
為
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、「
故
意
行
為

0

0

0

0

」「
過
失
行
為

0

0

0

0

」
を
指
す
の

で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
末
川
博
に
し
て
も
我
妻
栄
に
し
て
も
、
当
時
の
刑
法
学
に
お
け
る
通
説
で
あ
る
「
客
観

的
違
法
論
」
の
影
響
下
に
あ
り
（
小
野
誠
一
郎
・
瀧
川
幸
辰
）、「
故
意
又
は
過
失
」
は
、
違
法
性

0

0

0

の
次
元
の
問
題
で
は
な
く
、
有
責
性

0

0

0

（
責

任
）
の
次
元
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
責
性

0

0

0

の
次
元
の
問
題
で
あ
る
「
故
意
又
は
過
失
」
を
、
次
元

の
異
な
る
違
法
性

0

0

0

に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
日
本
の
刑
法
学
界
、
民
法
学
界
に
お
い
て

も
、
過
失
が
、「
客
観
的
行
為
義
務
違
反
」
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
故
意
も
「
主
観
的
違
法
要
素
」
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
故
意
又
は
過
失
」
こ
そ
が
、
違
法
性
決
定
に
お
け
る
侵
害
行
為
の
〝
態
容
〞
と
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

前
述
の
よ
う
な
、「
故
意
ま
た
は
過
失
」
を
除
外
し
た
形
で
の
「
刑
罰
法
規
違
反
行
為
等
」
と
い
っ
た
、
形
式
的

0

0

0

違
法
性
と
「
法
益
侵
害
」

と
い
っ
た
実
質
的

0

0

0

違
法
性
を
相
関
的
に
考
察
す
る
と
い
う
の
は
妥
当
で
な
い
、
と
い
う
鋭
い
批
判
が
な
さ
れ
た
（
藪
重
夫
「
現
代
刑
法
理
論

（
目
的
的
行
為
論
）
と
民
法
に
お
け
る
違
法
・
責
任
理
論
」
北
大
法
学
部
十
周
年
記
念
法
学
政
治
学
論
集
一
九
六
〇
年
八
三
頁
、
柳
沢
弘
士
「
ケ

　（
四
七
五
）
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メ
ラ
ー
の
民
事
不
法
理
論
―
不
法
行
為
法
に
お
け
る
行
為
不
法
理
論
と
不
法
類
型
論
に
つ
い
て
の
覚
書
」
日
本
法
学
三
一
巻
一
、
二
、
三

号
一
九
六
五
―
一
九
六
六
年
、
加
藤
一
郎
「
公
害
問
題
に
つ
い
て
」
日
弁
連
昭
和
四
十
年
度
特
別
研
修
叢
書
一
九
六
五
年
五
一
頁
、
広
中
俊

雄
「
不
法
行
為
法
論
の
新
し
い
動
き
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
六
六
年
一
一
月
号
三
六
頁
、
同
「
債
権
各
論
講
義
下
巻
」
一
九
六
七
年
（
有
斐

閣
）
四
三
〇
頁
、
四
四
六
頁
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
故
意
又
は
過
失
」
と
「
法
益
侵
害
」
を
、
共
に
違
法
性

0

0

0

と
い
う
同
じ
次
元
に
お
い
て
比

較
衡
量
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
こ
こ
に
違
法
一
元
論
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

⑵　

そ
し
て
、
こ
の
違
法
一
元
論
は
、
た
し
か
に
、「
故
意
又
は
過
失
」
で
所
有
権
（
絶
対
権
）
を
侵
害
し
た
と
い
う
と
き
は
、
そ
の
要

件
が
充
足
さ
れ
れ
ば
、
特
に
「
違
法
性
」
と
い
う
「
用
語
」
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
し
得
る
し
、
そ
の
要
件
が
充
足

さ
れ
な
け
れ
ば
、
違
法
性
と
い
う
用
語
を
用
い
る
ま
で
も
な
く
損
害
賠
償
責
任
が
否
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
理
論
的
説
明
（「
第
二
」
参
照
）

に
過
ぎ
な
い
、
と
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
森
島
昭
夫
「
不
法
行
為
法
講
義
」
一
九
八
七
年
（
有
斐
閣
）
二
五
四
頁
、
幾
代
通
＝
徳
本
伸

一
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九
三
年
（
有
斐
閣
）
一
一
三
頁
）。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
や
は
り
、「
違
法
」
と
い
う
規
範
的
評
価
が
、
そ
こ
で
既

に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
規
範
的
要
件
と
し
て
の
「
違
法
性
」）。
す
な
わ
ち
、
右
の
二
要
件
が
充
足
さ
れ
る
と
き
は
「
不
法
（
＝
違
法
）」

行
為
と
認
め
ら
れ
（
し
た
が
っ
て
、
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
）、
そ
れ
が
充
足
さ
れ
な
い
と
き
は
「
不
法
（
＝
違
法
）」
行
為
と
は
認

め
ら
れ
な
い
（
し
た
が
っ
て
、
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
な
い
）
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
違
法
一
元
論
に
お
け
る
「
違
法
性
」
と
い
う
用

語
が
、
実
質
的
に
有
用

0

0

な
局
面
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

三
．
違
法
一
元
論
の
有
用
性

　

⑴　

ま
ず
、
第
一
に
、「
債
権
侵
害
（
相
対
権
）」
の
場
合
は
、「
過
失
」
に
よ
る
「
債
権
」
侵
害
は
損
害
賠
償
責
任
を
発
生
さ
せ
な
い
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
判
例
学
説
は
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、「
故
意
」
あ
る
い
は
「
害
意
」
が
あ
る
と
き
の
み
損
害
賠

　（
四
七
六
）
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償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
民
法
第
七
〇
九
条
の
文
言
に
明
ら
か
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
（
法
文
上
は
、
少
な
く
と
も
過
失

で
権
利
を
侵
害
す
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
）。
そ
れ
を
説
明
し
得
る
の
は
、
違
法
性
一
元
論
の
違
法
性
概
念
し
か
な
い
こ
と
は
、
論
を
ま
た

な
い
（
加
藤
雅
信
「
新
民
法
大
系
Ⅴ
〔
第
二
版
〕」
二
〇
〇
五
年
（
有
斐
閣
）
一
八
四
頁
）。
す
な
わ
ち
、
正
に
、
結
果
違
法
の
程
度
が
低
い

か
ら
、
行
為
違
法
の
程
度
が
、
よ
り
高
い
場
合
に
の
み
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑵　

さ
ら
に
、
同
じ
く
相
対
的
利
益
と
も
い
う
べ
き
日
照
、
通
風
な
ど
と
い
っ
た
「
環
境
利
益
」
や
「
景
観
利
益
」
の
場
合
に
お
い
て
は
、

判
決
文
の
中
で
、
過
失
な
ど
の
加
害
者
の
行
為
「
態
容
」
を
法
益
の
重
要
性
と
比
較
衡
量
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
照
権
を
認
め
た
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
い
わ
れ
る
（
内
田
貴
「
民
法
Ⅱ
〔
第
二
版
〕」
二
〇
〇
七
年
（
有
斐
閣
）
三
四
六
頁
）、
最
判
昭
和
四
六
・
六
・
二
七
民

集
二
六
・
五
・
一
〇
六
七
は
、
次
の
よ
う
に
判
決
し
て
い
る
。

　
「
と
こ
ろ
で
、
南
側
家
屋
の
建
築
が
北
側
家
屋
の
日
照
、
通
風
を
妨
げ
た
場
合
は
、
も
と
よ
り
、
そ
れ
だ
け
で
た
だ
ち
に
不
法
行
為
が
成

立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
す
べ
て
権
利
の
行
使
は
、
そ
の
態
様
な
い
し
結
果
に
お
い
て
、
社
会
観
念
上
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
範
囲

内
で
の
み
こ
れ
を
な
す
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
つ
て
、
権
利
者
の
行
為
が
社
会
的
妥
当
性
を
欠
き
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
が
、
社
会

生
活
上
一
般
的
に
被
害
者
に
お
い
て
忍
容
す
る
を
相
当
と
す
る
程
度
を
越
え
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
権
利
の
行
使
は
、
社
会
観
念

上
妥
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
い
わ
ゆ
る
権
利
の
濫
用
に
わ
た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
違
法
性
を
帯
び
、
不
法
行
為
の
責
任

を
生
ぜ
し
め
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
原
判
決
に
よ
れ
ば
、
上
告
人
の
し
た
本
件
二
階
増
築
行
為
は
、
そ
の
判
示
の
よ
う
に
建
築
基
準
法
に
違
反
し
た
の
み

な
ら
ず
、
上
告
人
は
、
東
京
都
知
事
か
ら
工
事
施
行
停
止
命
令
や
違
反
建
築
物
の
除
却
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
無

視
し
て
建
築
工
事
を
強
行
し
、
そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
上
告
人
の
過
失

0

0

（
傍
点
は
筆
者
）
に
よ
り
、
前
述
の
よ
う
に
被
上
告
人
の
居
宅
の

日
照
、
通
風
を
妨
害
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り
、
一
方
、
被
上
告
人
と
し
て
は
、
上
告
人
の
増
築
が
建
築
基
準
法
の
基
準
内
で
あ
る
か
ぎ
り

　（
四
七
七
）
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に
お
い
て
、
か
つ
、
建
築
主
事
の
確
認
手
続
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
一
定
範
囲
の
日
照
、
通
風
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
範
囲

の
日
照
、
通
風
が
被
上
告
人
に
保
障
さ
れ
る
結
果
と
な
る
わ
け
で
あ
つ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
上
告
人
の
本
件
二
階
増
築
行
為
に
よ
り
、
住
宅

地
域
に
あ
り
な
が
ら
、
日
照
、
通
風
を
大
巾
に
奪
わ
れ
て
不
快
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
、
つ
い
に
他
に
転
居
す

る
の
や
む
な
き
に
至
つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
上
告
人
の
本
件
建
築
基
準
法
違
反
が
た
だ
ち
に
被
上
告
人
に
対
し
違
法
な
も

の
と
な
る
と
い
え
な
い
が
、
上
告
人
の
前
示
行
為
は
、
社
会
観
念
上
妥
当
な
権
利
行
使
と
し
て
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
権
利
の
濫
用
と
し
て
違0

法
性

0

0

（
傍
点
は
筆
者
）
を
帯
び
る
に
至
つ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
。

　

す
な
わ
ち
、
加
害
者
の
「
過
失
」
を
も
考
慮
し
て
違
法
性
を
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
権
利
侵
害
」
だ
け
で
判
断
し
て
い
る
（
内

田
貴
・
前
掲
書
三
四
〇
頁
）
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
単
に
「
法
益
侵
害
」
だ
け
で
判
断
す
る
よ
り
も
、「
故

意
又
は
過
失
」
を
も
考
慮
に
入
れ
て
判
断
す
る
方
が
、
よ
り
妥
当
な
も
の
と
し
て
社
会
的
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
元
来
、
判
決

と
は
、
特
に
、
不
利
な
判
断
を
さ
れ
た
者
、
こ
こ
で
い
え
ば
、
加
害
者
を
説
得
す
る
も
の
で
あ
り
、〝
お
前
は
、
少
な
く
と
も
過
失
が
あ
っ

た
の
だ
か
ら
違
法
性
が
高
い
の
だ
！
〞
と
い
う
の
は
、
加
害
者
を
説
得
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
）。

　

さ
ら
に
、
故
意
で
不
倫
を
し
て
、
相
手
方
の
子
の
法
益
を
侵
害
し
て
も
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
認
め
ら
れ
ず
、
よ
り
違
法
度
の
高
い
「
害

意
」
を
要
求
す
る
の
が
（
最
判
昭
和
五
四
年
三
月
二
〇
日
民
集
三
三
巻
二
号
三
〇
三
頁
）、
そ
れ
で
あ
る
（
多
数
意
見
は
、「
因
果
関
係
」
の

問
題
と
す
る
が
、「
故
意
又
は
過
失
」
の
問
題
で
あ
る
。
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
二
〇
〇
二
年
（
信
山
社
）
六
六
頁
）。

　

そ
し
て
、
絶
対
権
侵
害
も
相
対
的
利
益
の
侵
害
も
全
て
、
民
法
第
七
〇
九
条
一
ケ
条
で
処
理
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
全
て
を
統
一
的

0

0

0

に
説

明
で
き
る
「
違
法
一
元
論
」
は
、
民
法
第
七
〇
九
条
の
解
釈
論
と
し
て
、
最
も
有
用
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

　

他
方
、
過
失
違
法
二
元
論
は
過
失
と
違
法
（
法
益
侵
害
）
と
は
別
次
元
の
も
の
と
把
握
す
る
の
だ
か
ら
、
右
の
よ
う
な
比
較
衡
量
に
は
不

適
合
な
理
論
で
あ
り
、
過
失
一
元
論
は
違
法
性
は
勿
論
の
こ
と
「
法
益
侵
害
」
要
件
も
捨
て
去
る
の
で
あ
る
か
ら
、
要
件
事
実
論
か
ら
い
っ

　（
四
七
八
）
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て
、
採
用
し
難
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
違
法
一
元
論
批
判
に
解
答
を
提
示
し
、
他
説
に
対
し
て
批
判
を
提
起
し
よ
う
。
以
下
、
出
版
年
代
順
に
、

そ
れ
が
同
じ
場
合
は
、
著
者
名
の
あ
い
う
え
お
順
に
検
討
す
る
。

第
三
　
違
法
一
元
論
批
判
へ
の
解
答
と
各
説
へ
の
批
判

　

⑴　

潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九
九
年
（
信
山
社
）
四
四
頁
は
、
次
の
よ
う
に
、
違
法
一
元
論
を
批
判
す
る
。

　
「
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
場
合
に
は
、
過
失
責
任
に
あ
っ
て
は
、
権
利
侵
害
要
件
に
お
い
て
吟
味
さ
れ
た
当
該
具
体
的
被
害
者

の
具
体
的
権
利
を
保
護
す
る
必
要
性
と
、
帰
責
事
由
要
件
に
お
い
て
吟
味
さ
れ
た
当
該
具
体
的
行
為
者
（
加
害
者
）
の
意
思
決
定
の
自
由
・

行
動
自
由
を
保
障
す
る
必
要
性
と
を
総
合
的
に
衡
量
判
断
す
る
場
が
、
両
要
件
事
実
と
は
別
に
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
論
者
の
中
に
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
総
合
的
判
断
を
行
う
場
と
し
て
、『
違
法
性
』
と
い
う
要
件
事
実
を
別
途
に
立
て
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
不

法
行
為
に
お
け
る
『
違
法
』
評
価
は
、
権
利
侵
害
・
帰
責
事
由
に
関
す
る
判
断
、
お
よ
び
こ
の
両
者
の
も
と
で
の
判
断
結
果
の
総
合
的
衡
量

と
い
う
一
連
の
過
程
全
体
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
第
三
段
階
で
の
作
業
は
、
ⓐ 

具
体
的
な
権
利
侵
害
の
結
果

と
加
害
行
為
と
の
間
の
因
果
関
係
（
事
実
的
因
果
関
係
）
を
確
定
す
る
こ
と
と
、
ⓑ 

帰
責
事
由
判
断
を
つ
か
さ
ど
る
規
範
の
保
護
目
的
の

範
囲
内
に
当
該
具
体
的
権
利
が
入
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
作
業
で
あ
る
（
伝
統
的
に
は
、
相
当
因
果
関
係
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き

て
い
る
）。
こ
う
し
た
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
こ
の
第
三
段
階
で
の
衡
量
の
場
に
『
違
法
性
』
と
い
う
要
件
事
実
を
当
て
る
こ

と
は
問
題
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
が
ま
た
、
違
法
性
を
論
ず
る
こ
と
の
必
要
性
を
め
ぐ
る
議
論
と
、
要
件
事
実
と
し
て
の
違
法
性
の
要
否

を
め
ぐ
る
議
論
と
の
混
線
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　（
四
七
九
）
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そ
れ
ゆ
え
に
、
以
下
で
は
、
過
失
責
任
に
お
け
る
不
法
行
為
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル
な
違
法
評
価
が
、
要
件
事
実
上
で
は
、
①
『
権
利
侵
害
』、

②
『
帰
責
事
由
』（
故
意
・
過
失
）、
③
『
事
実
的
因
果
関
係
』、
④
『
規
範
の
保
護
目
的
』
に
関
す
る
考
慮
の
中
で
段
階
的
に
吟
味
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
（
こ
れ
ら
の
要
件
事
実
と
は
別
に
、『
違
法
性
』
と
い
う
独
自
の
要
件
事
実
を
立

て
る
必
要
は
な
い
。
な
お
、
わ
が
国
の
現
時
点
の
学
説
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
権
利
侵
害
、
故
意
・
過
失
に
関
す
る
判
断
を
経
た
後
に
違

法
性
要
件
を
置
く
立
場
の
ほ
か
、
伝
統
的
な
相
関
関
係
的
考
慮
を
基
礎
と
し
た
違
法
性
と
故
意
・
過
失
と
を
併
存
さ
せ
る
二
元
構
成
、
同
様

の
意
味
で
の
違
法
性
と
有
責
性
を
併
存
さ
せ
る
二
元
構
成
、
そ
し
て
、
違
法
性
を
不
要
と
し
、
権
利
侵
害
と
故
意
・
過
失
を
立
て
る
構
成
な

ど
が
見
ら
れ
る
。
本
書
の
立
場
は
、
違
法
性
と
『
有
責
性
』
を
峻
別
し
な
い
点
で
、
こ
れ
を
峻
別
す
る
四
宮
」
和
夫
、
澤
井
裕
、
吉
村
良
一

「
と
異
な
り
、
権
利
侵
害
と
故
意
・
過
失
を
中
心
に
据
え
る
点
で
」
平
井
宜
雄
「
と
共
通
す
る
し
、
ま
た
、
前
田
」
達
明
「
の
言
う
『
違
法
性
』

は
、
本
書
で
は
規
範
の
保
護
目
的
〔
義
務
射
程
・
保
護
範
囲
〕
に
関
す
る
判
断
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
で
は
―
違
法

性
と
い
う
『
要
件
事
実
』
を
立
て
な
い
点
の
相
違
を
措
け
ば
―
骨
格
部
分
に
お
い
て
は
前
田
説
に
き
わ
め
て
接
近
す
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、

帰
責
事
由
の
判
断
枠
組
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
）」。

　

右
の
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、「
理
論
」
と
し
て
の
違
法
性
と
「
要
件
事
実
論
」
と
し
て
の
違
法
性
は
異
な
る
。
そ
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
潮
見
佳
男
は

違
法
一
元
論
と
実
質
的
に
同
じ
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
と
し
て
も
異
議
は
な
い
（
前
田
達
明
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る

過
失
と
違
法
性
に
つ
い
て
」
私
法
三
一
号
一
九
六
九
年
一
二
六
頁
）。

　

次
に
、「
要
件
事
実
論
」
と
し
て
の
違
法
性
に
つ
い
て
は
、「
第
二
」
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
民
法
典
自
身
（
第
三
編
第
五
章
の
題
号
）

が
、「
法
律
要
件
」
と
し
て
「
違
法
性
」
を
規
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
故
意
又
は
過
失
」（
行
為
違
法
）、「
法
益
侵
害
」（
結
果
違
法
）
に

関
す
る
判
断
を
経
た
後
に
、「
違
法
性
要
件
」
を
置
く
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
民
法
典
の
要
請
に
よ
り
、
そ
う
し
な
け
れ

　（
四
八
〇
）
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ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

次
に
過
失
の
帰
責
根
拠
に
つ
い
て
、
潮
見
佳
男
「
債
権
各
論
Ⅱ
」
二
〇
〇
五
年
（
新
世
社
）
二
八
頁
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
人
は
国
家
に
よ
り
自
由
を
保
障
さ
れ
た
社
会
の
中
で
他
の
人
々
と
と
も
に
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
で
は
、
他
者
と

の
交
流
な
し
に
社
会
生
活
を
お
く
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
す
。
裏
返
せ
ば
、
社
会
と
い
う
も
の
は
、
国
家
に
よ
り
自
由
を
保
障
さ
れ

た
個
々
人
が
共
同
体
を
構
成
し
て
、
そ
の
中
で
各
々
が
自
由
な
生
活
を
営
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
共
同
体
社
会
の
中
で
は
、
自
由

な
個
人
と
個
人
と
が
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
と
自
由
、
権
利
と
権
利
の
摩
擦
・
衝
突
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
と

き
、
個
人
の
自
由
の
保
障
を
基
本
理
念
と
し
て
維
持
し
つ
つ
共
同
体
社
会
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、『
個
人
は
み
な
、
対
等
（
平
等
）
で
あ
る
』

と
の
立
場
を
前
提
に
す
れ
ば
、
自
由
で
対
等
な
私
人
相
互
の
権
利
・
自
由
を
調
整
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
国
家
は
、
他

者
の
権
利
へ
の
保
障
を
図
る
た
め
に
社
会
生
活
上
必
要
と
考
え
る
措
置
を
、
私
人
に
一
定
の
行
為
を
命
じ
、
ま
た
は
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
負
荷
す
る
こ
と
で
、
自
由
と
自
由
、
権
利
と
権
利
の
摩
擦
・
衝
突
を
回
避
し
よ
う
―
そ
し
て
、
他
者
の
権
利
を
保
障
し
よ
う
―
と
す

る
の
で
す
（
内
心
の
思
想
・
信
条
そ
の
も
の
を
直
接
に
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
一
定
の
行
為
の
命
令
・

禁
止
は
、
憲
法
に
適
合
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
何
よ
り
も
個
人
の
行
動
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、

あ
く
ま
で
も
他
人
の
権
利
を
保
護
す
る
の
に
最
大
に
し
て
、
か
つ
必
要
最
小
限
の
介
入
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
過
剰
介
入
の
禁
止
）。

＊
過
失
＝
信
頼
責
任
と
す
る
考
え
方

　

も
っ
と
も
、
今
日
の
不
法
行
為
学
説
で
（
過
失
を
行
為
義
務
違
反
と
す
る
）
考
え
方
を
支
持
す
る
論
者
の
中
で
、
本
文
に
挙
げ
た
よ
う
な

説
明
を
し
て
い
る
者
は
、
稀
で
す
。
む
し
ろ
（
過
失
を
行
為
義
務
違
反
と
す
る
）
考
え
方
を
支
持
す
る
多
く
の
論
者
が
理
由
と
し
て
挙
げ
て

い
る
の
は
、
信
頼
責
任
の
考
え
方
で
す
。
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
社
会
に
お
い
て
、
共
同
体
の
構
成
員
で
あ
る
個
々
人
は
、
互
い
に
他
者
が
合
理
的
な
行
動
を
と
る
で
あ
ろ
う
と

　（
四
八
一
）
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信
頼
し
て
生
活
を
営
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
、
個
々
人
は
互
い
の
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
行
動
し
な
け
れ
ば
、
共
同
体
社
会
は
う
ま
く

成
り
立
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国
家
は
、
こ
う
し
た
共
同
体
社
会
の
信
頼
を
裏
切
る
行
動
を
し
な
い
よ
う
に
、
個
々
人
に
対
し
、
社

会
生
活
を
お
く
る
に
あ
た
り
と
る
べ
き
行
動
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
国
家
に
よ
り
課
さ
れ
た
行
為
義
務
に
対
す
る
違
反
、
す
な

わ
ち
、
共
同
体
の
構
成
員
か
ら
の
信
頼
を
裏
切
る
よ
う
な
行
動
が
、
過
失
と
評
価
さ
れ
る
の
で
す
。

　

余
力
の
あ
る
人
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
と
本
文
で
述
べ
た
考
え
方
と
の
間
で
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
考
え
て
み
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
」。

　

こ
れ
に
つ
い
て
の
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
不
法
行
為
法
の
制
度
目
的
が
憲
法
上
の
基
本
権
の
保
護
と
調
整
で
あ
る
、
と
意
識
的
に
把
握
し
た
の
は
、
正
に
潮
見
佳
男
の
功
績

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
筆
者
の
考
え
る
過
失
の
構
造
も
、
正
に
、
潮
見
佳
男
の
い
う
〝
国
家
は
、
他
者
の
権
利
へ
の
保
護
を
図
る
た
め
に
社
会
生
活

上
必
要
と
考
え
る
措
置
を
、
私
人
に
一
定
の
行
為
を
命
じ
、
ま
た
は
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〞
す
な
わ
ち
、
客
観
的
行
為
義
務
を
課
し
（
法

の
命
令
機
能
。「
第
二
」
参
照
）、
そ
の
違
反
を
過
失
と
す
る
の
で
あ
る
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
一
八
五
頁
）。

　

そ
こ
で
、
問
題
な
の
は
、
過
失
あ
る
行
為
の
帰
責
根
拠
で
あ
る
。
行
為
義
務
違
反
、
す
な
わ
ち
「
違
法
性
」
を
も
っ
て
帰
責
根
拠
で
あ
る
、

と
い
う
の
な
ら
ば
、
そ
れ
も
一
つ
の
理
論
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
と
き
は
、
故
意
行
為
の
帰
責
根
拠
も
客
観
的
行
為
義
務
違
反
と
い
う
「
違

法
性
」
が
帰
責
根
拠
で
あ
る
、
と
し
な
け
れ
ば
、
理
論
と
し
て
一
貫
し
な
い（

1
）。

　

と
こ
ろ
が
、
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
」
一
九
九
九
年
（
信
山
社
）
一
四
五
頁
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
次
に
見
る
よ
う
に
過
失
を
客
観
的
行
為
義
務
違
反
と
捉
え
る
場
合
に
は
、
体
系
的
に
見
て
、
権
利
侵
害
の
認
容
・
意
欲
と
い
う
意
思
に

帰
責
の
根
拠
を
置
く
故
意
と
、
法
秩
序
に
よ
る
命
令
規
範
・
禁
止
規
範
に
対
す
る
違
反
に
帰
責
の
根
拠
を
置
く
過
失
と
は
、
別
個
に
取
り
扱

　（
四
八
二
）
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わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
」。

　

す
な
わ
ち
、
潮
見
佳
男
は
、
故
意
責
任
の
帰
責
根
拠
は
「
意
思
」
で
あ
り
、
過
失
責
任
の
帰
責
根
拠
は
「
行
為
義
務
違
反
」
す
な
わ
ち
違

法
性
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
れ
で
は
、
理
論
と
し
て
一
貫
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
故
意
行
為
も
過
失
あ
る
行
為
も
「
違
法
」
行
為
で
あ
る

が
、
故
意
行
為
に
も
と
づ
く
故
意
責
任
の
帰
責
根
拠
（
伝
統
的
用
語
と
し
て
は
、
有
責
性
）
と
し
て
は
、
さ
ら
に
、「
意
思
」
を
要
求
し
、

過
失
あ
る
行
為
に
も
と
づ
く
過
失
責
任
に
つ
い
て
は
、
違
法
な
行
為
だ
け
で
帰
責
さ
れ
る
（
伝
統
的
用
語
と
し
て
は
、
違
法
性
が
有
責
性
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
）、
と
い
う
の
は
理
解
し
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
違
法
行
為
が
何
故
に
行
為
者
に
帰
責
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、

筆
者
も
、
故
意
責
任
に
つ
い
て
は
「
意
思
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
中
世
神
学
以
来
の
伝
統
的
ド
グ
マ
で
あ
り
、
今
、
こ
れ
を
俄
か
に
捨
て

去
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
る
（
前
田
達
明
『
神
学
大
全
』
と
民
法
学
」
二
〇
〇
七
年
創
文
五
〇
〇
号
一
頁
）。
そ
し
て
、
そ
れ
と
パ
ラ
レ

ル
に
、
過
失
責
任
の
帰
責
根
拠
は
「
信
頼
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
一
貫
し
た
理
論
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
二
」
に
述
べ

た
よ
う
に
、
他
人
の
権
利
・
法
益
侵
害
防
止
の
た
め
に
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
一
八
五
頁
）、
命
令
規
範
に
よ
っ
て
、
行
為
義
務
が
命
ぜ
ら
れ
、

行
為
者
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
為
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
他
者
は
「
信
頼
」
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
信
頼
」
が
な
け
れ
ば
社
会
生
活

は
円
滑
に
行
わ
れ
得
な
い
。
さ
ら
に
、「
信
頼
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
行
為
義
務
が
客
観
的
基
準
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
根
拠
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
法
は
、「
信
頼
」
を
想
定
し
て
行
為
義
務
を
課
す
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
行
為
者
の
個
人
性
を
全
て
算
入
し
て
の
「
信

頼
」
な
ど
は
耐
え
難
い
、
す
な
わ
ち
、
社
会
生
活
の
円
滑
化
を
は
か
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
来
、
法
は
不
可
能
な
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
守
る
こ
と
の
で
き
な
い
行
為
義
務
を
課
し
て
お
い
て
、
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
し
て
、
行
為
者
を
「
非
難
」
し
帰
責
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
通
常
人
」、「
一
般
人
」、「
合
理
人
」

な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
「
標
準
人
」
の
能
力
を
基
準
と
し
た
客
観
的
行
為
義
務
を
課
し
て
、
当
事
者
の
能
力
で
は
守
れ
な
い
と
き
で
も
帰
責

し
得
る
の
は
、「
信
頼
」
原
理
以
外
に
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
客
観
的
行
為
義
務
に
違
反
し
て
、「
信
頼
」
を
裏
切
っ
た
こ
と
が
、
過
失
責

　（
四
八
三
）
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任
の
帰
責
根
拠
な
の
で
あ
る
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
一
八
八
頁
）。

　

こ
れ
は
、
法
律
行
為
に
お
け
る
法
律
効
果
の
帰
属
が
、「
意
思
」
と
「
信
頼
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
と
、
パ
ラ
レ
ル
に
理
解
さ
れ
、
正
に

法
律
「
行
為
」
と
不
法
「
行
為
」
の
二
大
領
域
を
共
通
に
理
解
し
得
る
、
と
い
う
大
利
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
潮
見
佳
男
が
、
民
事
責
任
の
過
失
構
造
を
、
行
為
者
の
意
思
形
成
・
意
思
決
定
・
行
為
操
縦
過
程
に
則
し
て
分
析
し
て
い
る

の
は
、
誠
に
卓
見
で
あ
る
（
潮
見
佳
男
「
民
事
過
失
の
帰
責
構
造
」
一
九
九
五
年
（
信
山
社
））。
と
こ
ろ
で
、
潮
見
佳
男
は
、「
法
規
範
の

側
か
ら
捉
え
た
行
為
の
目
的
的
構
造
」
を
支
持
す
る
が
（
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九
九
年
（
信
山
社
）
二
九
頁
）、
筆
者
の
「
主

観
的
目
的
的
行
為
論
」
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
筆
者
は
、「
行
為
」
の
「
存
在
拘
束
性
」（
前
田
達
明
・
前
掲
書
「
は
し
が
き
」
三
頁
）
を

重
視
し
て
い
る
が
、「
行
為
論
」
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

　

な
お
、
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九
九
年
（
信
山
社
）
一
四
二
頁
は
、「
違
法
性
の
認
識
」
を
「
故
意
」
の
要
件
と
す
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
い
う
「
違
法
性
の
認
識
」
と
は
、「『
こ
の
行
為
の
結
果
な
ん
ら
か
の
法
的
責
任
を
生
ず
る
こ
と
』
に
つ
い
て
の
抽
象
的
認
識
」
と
す

る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
故
意
に
つ
い
て
、
こ
の
要
件
は
不
要
と
考
え
て
い
る
（
前
田
達
明
・
前
掲
書
二
〇
九
頁
）。
何
故
な
ら
ば
、「
法
益

侵
害
」
を
認
容
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
十
分
に
客
観
的
行
為
義
務
違
反
で
あ
り
（
行
為
違
法
）、「
認
容
」
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、〝
そ

れ
は
、
お
前
が
作
出
し
た
結
果
で
あ
る
〞
と
し
て
、
行
為
者
に
帰
責
し
得
る
。
現
に
、
法
律
行
為
の
場
合
に
、
法
律
効
果
帰
属
の
要
件
と
し

て
、「
適0

法
性
の
認
識
」
な
ど
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
潮
見
佳
男
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
被
害
者
が
、
加
害
者
の
「
故
意
」
の

主
張
立
証
を
す
る
場
合
に
、
加
害
者
に
「
違
法
性
の
認
識
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
主
張
立
証
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
認
識
」
は
、
正
当
防
衛
の
場
合
に
存
在
し
な
い
し
（
し
か
る
に
、
潮
見
佳
男
・
前
掲
書
二
〇
六
頁
は
、
正

当
防
衛
成
立
の
場
合
に
も
加
害
行
為
に
つ
い
て
行
為
者
の
故
意
が
認
め
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
、
筆
者
）
も
の
の
、
不
法
行
為
責
任
が
否
定
さ
れ
る
、

と
す
る
の
は
、
潮
見
佳
男
の
立
場
か
ら
は
、
矛
盾
で
あ
ろ
う
）、
ま
た
、
右
の
よ
う
な
「
認
識
」
は
責
任
能
力
の
内
容
と
同
じ
で
あ
る
（
潮

　（
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四
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見
佳
男
・
前
掲
書
一
九
一
頁
）。
そ
し
て
、
正
当
防
衛
と
責
任
（
無
）
能
力
に
つ
い
て
は
、
加
害
者
が
、
主
張
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
（
潮
見
佳
男
も
、
そ
の
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
潮
見
佳
男
・
前
掲
書
一
九
四
頁
）。
こ
の
点
か
ら
も
矛
盾

す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
両
者
は
被
告
の
抗
弁
で
あ
り
、
原
告
の
民
法
第
七
〇
九
条
の
主
張
（
し
た
が
っ
て
、
故
意
も
）
を
認

め
た
上
で
、
主
張
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
1
）　

昭
和
四
三
年
度
私
法
学
会
（
明
治
大
学
）
に
お
け
る
筆
者
の
個
別
報
告
に
お
い
て
、
故
四
宮
和
夫
先
生
か
ら
、
故
意
行
為
も
客
観
的
行
為
義
務
違
反
で
は
な
い
か
、

と
ご
質
問
を
受
け
、
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
故
意
責
任
の
帰
責
根
拠
は
「
意
思
」、
過
失
責
任
の
帰
責
根
拠
は
「
信
頼
」
で
あ
る
、
と
答
え
た
の
を
憶
え
て
い
る
（
前

田
達
明
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
過
失
と
違
法
性
に
つ
い
て
」
私
法
三
一
号
一
九
六
九
年
一
二
六
頁
）。

　

⑵　

澤
井
裕
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
〔
第
三
版
〕」
二
〇
〇
一
年
（
有
斐
閣
）
一
〇
〇
頁
は
、
次
の
よ
う
に
違
法
一
元
論

を
批
判
す
る
。

　
「
不
法
行
為
は
、
実
質
上
、
被
害
の
態
様
と
侵
害
行
為
の
態
様
の
相
関
関
係
的
衡
量
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
い
う
の
が
一
元
的
説
明
だ

と
す
れ
ば
、『
実
質
に
お
い
て
』
正
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
元
説
は
不
法
行
為
の
要
件
が
、『
故
意
過
失
』（
平
井
説
）、
ま
た

は
『
違
法
性
』（
前
田
説
）
の
い
ず
れ
か
だ
と
の
説
明
を
す
る
か
ら
同
調
で
き
な
い
の
で
あ
る
」。

　

そ
し
て
、
澤
井
裕
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
過
失
違
法
二
元
論
を
採
用
す
る
。

　
「
基
本
的
に
は
、
伝
統
的
見
解
の
線
上
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
見
解
は
、
平
井
説
の
指
摘
の
通
り
、
そ
こ
で
の
『
違
法
性
』
概
念
は
、

次
の
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
①
構
成
要
件
の
レ
ベ
ル
の
問
題　

民
法
七
〇
九
条
の
「
権
利
」
侵
害
と
い
う
（
構
成
）
要
件
を
『
違
法

な
利
益
』
侵
害
に
拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
上
述
諸
見
解
も
、『
権
利
』
侵
害
を
無
限
定
に
『
利
益
』
侵
害
に
拡
大
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
の
で
は
な
く
、『
保
護
に
値
す
る
利
益
』
の
侵
害
と
い
う
一
定
の
法
的
評
価
を
加
え
て
（
構
成
）
要
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る

　（
四
八
五
）



違
法
一
元
論
に
つ
い
て

�

一
六

同
志
社
法
学
　
六
一
巻
二
号

法
的
評
価
を
『
違
法
』
と
い
う
表
現
抜
き
で
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
用
い
て
も
実
害
は
な
く
、
講
学
上
便
利
で
あ

る
。
国
家
賠
償
法
一
条
も
『
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
は
』
と
し
、
構
成
要
件
と
し
て
「
違
法
」
性
が

用
い
ら
れ
て
い
る
（
国
賠
責
任
は
、
公
権
力
特
有
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
公
務
員
の
公
権
力
行
使
の
作
為
義
務
の
根
拠
と
そ
の
違
反
を
問
う

場
合
が
多
い
か
ら
、『
違
法
』
性
が
特
に
重
要
で
あ
る
が
、
不
法
行
為
の
本
質
的
構
造
は
民
法
も
同
じ
で
あ
る
）。
②
違
法
性
・
有
責
性
の
レ

ベ
ル
の
問
題　

加
害
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
た
め
に
は
、
形
式
的
に
民
法
七
〇
九
条
の
（
構
成
）
要
件
に
当
て
は
ま
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、

実
質
的
に
『
違
法
』
で
あ
り
、『
有
責
』
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
行
為
が
客
観
的
法
秩
序
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
問
題
（
責
任
を

問
わ
れ
て
い
る
対
象
）
を
『
違
法
性
』、
行
為
者
に
対
す
る
非
難
に
基
づ
き
責
任
を
帰
属
さ
せ
る
問
題
を
『
有
責
性
』
と
し
て
法
的
評
価
を

加
え
、
違
法
・
有
責
行
為
に
つ
い
て
責
任
を
認
め
る
と
い
う
ド
イ
ツ
法
的
発
想
が
わ
が
国
に
も
継
承
さ
れ
た
。
近
時
は
、
こ
う
い
う
思
考
方

法
の
実
益
性
を
疑
い
、
論
理
的
説
明
を
避
け
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
無
過
失
責
任
で
も
違
法
性
は
必
要
』
と
し
た
り
、
正
当
防

衛
な
ど
を
違
法
性
阻
却
事
由
と
し
て
位
置
づ
け
る
限
り
（
通
説
）、
か
か
る
実
質
的
レ
ベ
ル
の
違
法
性
概
念
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
」「『
正

当
防
衛
は
違
法
な
侵
害
か
ら
の
防
衛
で
あ
る
』
と
い
う
説
明
も
違
法
と
い
う
語
な
し
で
は
難
し
い
。

　

本
書
で
『
違
法
性
と
有
責
性
』
の
二
元
説
を
と
る
理
由
を
こ
こ
で
ま
と
め
る
と
、
上
述
し
た
よ
う
な
①
講
学
上
の
便
宜
、
②
母
法
の
フ
ラ

ン
ス
法
よ
り
も
ド
イ
ツ
法
の
体
系
性
を
評
価
、
③
わ
が
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
発
想
の
明
治
以
来
の
定
着
性
、
④
生
命
・
健
康
・
所
有
権
な

ど
の
絶
対
権
と
そ
の
他
の
利
益
の
保
護
の
区
別
の
有
用
性
（
利
益
衡
量
の
問
題
）
な
ど
で
あ
る
。

　

違
法
性
と
有
責
性
の
配
分
に
つ
い
て
は
議
論
が
多
い
が
、
原
点
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
違
法
性
は
、
生
じ
た
結
果
か
ら
判
断
さ
れ
る
客
観

的
法
秩
序
違
反
で
あ
り
（
い
わ
ゆ
る
結
果
不
法
論
）、
有
責
性
は
、
侵
害
行
為
時
を
基
準
と
す
る
判
断
で
あ
り
、
行
為
時
に
お
け
る
侵
害
の

回
避
可
能
性
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
行
為
不
法
論
）」。

　

し
か
し
、「
有
責
性
」
を
行
為
者
に
対
す
る
「
非
難
」
に
基
づ
き
責
任
を
帰
属
さ
せ
る
問
題
で
あ
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
行
為
不
法
は
、

　（
四
八
六
）
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有
責
性
の
問
題
で
は
な
い
。
現
に
澤
井
裕
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
過
失
の
帰
責
性　

本
書
を
含
め
、
伝
統
的
な
不
法
行
為
論
に
よ
れ
ば
、
過
失
は
客
観
的
な
違
法
行
為
の
結
果
を
加
害
者
に
帰
せ
し
め
る

非
難
原
因
を
意
味
す
る
。
古
典
的
不
法
行
為
類
型
に
お
い
て
は
、
加
害
者
が
損
害
を
回
避
し
な
か
っ
た
の
は
、「
意
思
の
緊
張
の
欠
如
」
に

よ
る
か
ら
、
こ
れ
を
具
体
的
主
観
的
に
判
断
す
る
な
ら
ば
帰
責
性
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
的
に
は
、
過
失
の
帰
責
性
は
難
問
で
あ

る
。
判
例
・
通
説
に
よ
れ
ば
、
過
失
判
断
は
個
々
の
加
害
者
の
注
意
能
力
に
お
い
て
で
は
な
く
、
通
常
人
（
平
均
人
）
を
基
準
と
す
る
か
ら
、

加
害
者
個
人
の
人
的
非
難
を
帰
責
根
拠
に
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
注
意
能
力
に
欠
け
る
者
に
責
任
を
帰
属
さ
せ
る
根
拠
は
、
社

会
生
活
を
送
る
う
え
で
、
お
互
い
に
、
少
な
く
と
も
通
常
人
な
み
の
注
意
を
し
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う
期
待
、
い
い
か
え
れ
ば
社
会
が
彼

に
か
け
る
信
頼
を
裏
切
っ
た
点
に
、
帰
責
性
が
認
め
ら
れ
る
」（
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七
八
頁
）。
す
な
わ
ち
、
澤
井
裕
は
、
過
失
の
「
有
責

性
」
は
「
信
頼
」
を
「
裏
切
っ
た
」
こ
と
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

　

他
方
、
故
意
の
帰
責
根
拠
に
つ
い
て
は
「『
違
法
な
結
果
を
認
識
し
な
が
ら
行
為
に
出
る
こ
と
』（
故
意
の
定
義
）
は
、『
他
人
を
害
す
る

な
か
れ
』
規
範
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
帰
責
の
根
拠
た
り
う
る
の
で
あ
る
」（
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七
〇
頁
）
と
す
る
。
さ
ら
に
、

「
結
果
回
避
義
務
違
反
で
あ
る
点
に
お
い
て
『
過
失
』
と
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
故
意
し
か
主
張
し
て
い
な
く
て
も
、
そ
れ
は
結

果
回
避
義
務
違
反
の
主
張
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、『
過
失
』
の
責
任
を
規
定
す
る
妨
げ
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
（
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七

〇
頁
）。
そ
れ
な
ら
ば
、「
過
失
」
の
帰
責
根
拠
を
「
信
頼
責
任
」
と
す
る
の
は
「
屋
上
屋
」
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
故
意
も

過
失
も
共
に
「
結
果
回
避
義
務
違
反
＝
行
為
不
法
」
を
も
っ
て
、
帰
責
根
拠
と
す
る
の
が
一
貫
し
た
理
論
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
故
意
」

の
帰
責
根
拠
（
有
責
性
）
が
「
意
思
」
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
中
世
神
学
以
来
の
伝
統
的
ド
グ
マ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
捨
て
去

る
必
要
は
な
く
、「
行
為
不
法

0

0

」
を
も
っ
て
「
有
責
性
」
と
す
る
の
は
法
概
念
の
大
混
乱

0

0

0

で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、「
従
来
、
か
か
る
見
解
が

な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
）。
そ
の
証
拠
は
、
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七
〇
頁
の
次
の
論
述
の
混
乱
に
現
れ
て
い
る
。「
不
法
行
為
の
要
件
を
、
違

　（
四
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法
性
と
有
責
性
に
分
け
て
考
え
る
立
場
で
は
、
被
害
の
態
様
か
ら
違
法
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
故
意
は
有
責
性
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、

侵
害
行
為
の
態
様
を
斟
酌
し
て
違
法
性
を
判
断
す
べ
き
と
き
、
ま
た
は
違
法
性
の
程
度
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
（
慰
謝
料
の
算
定
時

な
ど
）、
同
時
に
違
法
性
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
当
該
行
為
を
し
て
『
悪
質
な
』、『
危
険
性
の
き
わ
め
て
高
い
』
行
為
と
評
価
さ
せ
る
（
社

会
倫
理
的
に
悪
質
で
あ
り
、
客
観
的
危
険
性
に
お
い
て
き
わ
め
て
高
度
な
行
為
と
評
価
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
害
法
益
の
種
類
、
程
度

に
お
い
て
レ
ベ
ル
が
低
い
場
合
も
、
違
法
と
さ
れ
、
不
法
行
為
が
成
立
す
る
）」。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
違
法
性
と
有
責
性
が
混
合
さ
れ

て
、
両
概
念
が
区
別
の
つ
か
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
故
意
の
「
意
思
」
要
素
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
、
し
た
が
っ
て
、
故

意
の
「
有
責
性
」
の
問
題
と
し
て
「
意
思
」
を
抜
き
難
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
過
失
の
帰
責
根
拠
は
結
果
回
避
義
務
違
反
で
は
な
く
、「
信
頼
」
で
あ
る
と
認
め
る
な
ら
ば
、
故
意
が
、
そ
の
過
失
と
異
な

る
点
は
、
違
法
な
結
果
を
「
認
識
し
な
が
ら
行
為
に
出
る
こ
と
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
正
に
、「
意
思
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
帰
責

根
拠
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
故
意
の
帰
責
根
拠
は
「
意
思
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
故
意
は
過
失
と

異
な
っ
て
「
加
害
者
個
人
の
人
的
非
難
を
帰
責
根
拠
」
と
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
、
そ
の
ま
ま
肯
定
す
れ
ば
、
よ
い
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。

　

換
言
す
れ
ば
、
澤
井
裕
も
認
め
る
よ
う
に
、「
有
責
性
＝
帰
責
性
＝
帰
責
根
拠
」
を
加
害
者
へ
の
「
人
的
非
難
」
と
把
握
す
る
限
り
（
澤

井
裕
・
前
掲
書
一
〇
三
頁
、
一
七
八
頁
）、
過
失
責
任
に
お
い
て
結
果
回
避
義
務
違
反
を
帰
責
根
拠
に
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
加
害

者
の
能
力
を
も
っ
て
し
て
は
、
そ
の
行
為
義
務
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
免
責
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
信
頼
を
裏
切

っ
た
」
と
い
う
点
に
帰
責
根
拠
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
、
こ
こ
に
、「
過
失
責
任
」
は
「
信
頼
責
任
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、

故
意
責
任
に
つ
い
て
は
、
こ
う
で
あ
る
。
民
法
第
七
〇
九
条
は
、「
故
意
又
は
過
失
」
と
規
定
し
て
い
て
、
少
な
く
と
も
「
過
失
」
を
主
張

立
証
す
れ
ば
よ
い
如
く
で
あ
る
が
、
澤
井
裕
も
認
め
る
よ
う
に
（
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七
〇
頁
）、「
過
失
責
任
」
と
は
、
別
に
、
特
に
「
故

　（
四
八
八
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意
責
任
」
を
主
張
立
証
す
る
実
益
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、「
過
失
」
よ
り
も
「
故
意
」
の
方
が
、
よ
り
重
大
な
責
任
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
帰
責
根
拠
も
、「
過
失
」
の
「
信
頼
」
と
は
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
何
か
。
そ
れ
は
、
澤
井
裕
・
前
掲
書

一
七
〇
頁
の
「
故
意
」
の
定
義
の
中
に
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
故
意
」
と
は
「
違
法
な
結
果
を
認
識
し
な
が
ら
行
為
に
出
る
こ
と
」

す
な
わ
ち
結
果
回
避
義
務
違
反
を
「
認
識
し
な
が
ら
行
為
に
出
る
こ
と
」
す
な
わ
ち
「
意
思
」
が
帰
責
根
拠
な
の
で
あ
る
。
澤
井
裕
は
「『
他

人
を
害
す
る
な
か
れ
』
規
範
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
帰
責
の
根
拠
た
り
う
る
」（
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七
〇
頁
）
と
す
る
が
、

結
果
回
避
義
務
違
反
自
体

0

0

が
帰
責
根
拠
で
な
い
こ
と
は
澤
井
裕
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
問
題
は
規
範
の
「
重
大
な
違
反
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
帰
責
根
拠
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
正
に
、
前
述
の
「
認
識
し
な
が
ら
行
為
に
出
る
こ
と
」
と
い
う
「
意
思
」
と
認
め
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
澤
井
裕
は
、
い
わ
ゆ
る
「
認
識
あ
る
過
失
」
を
「
容
認
し
て
い
な
い
故
意
」
と
し
て
、「
故
意
」
で
あ
る

と
す
る
（
認
識
説
。
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七
一
頁
）。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
医
療
事
故
や
交
通
事
故
を
は
じ
め
、
殆
ん
ど
の
不
法
行
為
事

件
は
「
故
意
」
あ
り
、
と
さ
れ
て
不
当
で
あ
る
。
蓋
し
、「
標
準
的
」
な
医
師
や
自
動
車
運
転
者
を
は
じ
め
「
標
準
人
」
は
、
社
会
活
動
を

行
う
に
際
し
て
、
事
故
発
生
の
蓋
然
性
を
認
識
し
て
い
な
い
者
は
殆
ん
ど
な
く
、
十
分
な
防
止
措
置
を
し
た
と
確
信
し
て
行
為
し
、
時
に
事

故
を
起
こ
す
、
と
い
う
の
が
一
般
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
に
澤
井
裕
・
前
掲
書
一
七
一
頁
も
認
め
る
よ
う
に
、
判
例
は
「
容
認
の
欠
落
」
を
も

っ
て
、「
故
意
」
を
否
定
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
澤
井
裕
の
「
有
責
性
」
と
呼
ん
で
い
る
「
行
為
不
法
」
は
、
正
に
違
法
性
の
問
題
と
し
て
「
結
果
不
法
」
と
共
に
比
較
衡

量
し
得
る
も
の
、
と
把
握
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
結
局
、
違
法
一
元
論
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
る

（
1
））。

（
1
）　

故
澤
井
裕
先
生
に
、
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
藤
倉
皓
一
郎
先
生
が
、H

arvard L
aw

 School

か
らR

obert E
. K

eeton

先
生
を
お
招
き
に
な
り
、
同

志
社
大
学
に
お
い
て
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
研
究
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
の
席
で
あ
っ
た
。
先
生
と
私
は
、
特
に
、
藤
倉
先
生
に
お
願
い
し
て
、contributory negligence

と

com
parative negligence

に
つ
い
て
、
お
教
え
い
た
だ
い
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
以
来
、
関
西
に
お
け
る
不
法
行
為
法
学
の
良
き
先
輩
と
し
て
、
多
大
の
御

　（
四
八
九
）
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教
示
を
賜
り
、
先
生
が
「
不
法
行
為
法
学
の
混
迷
と
展
望
」（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
九
年
一
〇
月
号
）
を
お
書
き
に
な
っ
た
と
き
は
、〝
反
論
を
書
い
て
欲
し
い
〞
と

い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
早
速
、
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
九
年
一
二
月
号
）、
大
変
お
喜
び
い
た
だ
い
た
。
も
し
、
御
存
命
な
ら
ば
、

こ
の
拙
稿
を
お
読
み
下
さ
り
、
直
ち
に
反
論
を
お
書
き
下
さ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
誠
に
残
念
に
思
う
次
第
で
あ
る
。
今
は
、
唯
、
先
生
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

⑶　

北
川
善
太
郎
「
民
法
講
要
Ⅳ
〔
第
三
版
〕」
二
〇
〇
三
年
（
有
斐
閣
）
二
五
一
頁
は
、
次
の
よ
う
に
過
失
一
元
論
と
違
法
一
元
論
を

批
判
す
る
。

　
「
近
時
の
違
法
性
・
有
責
性
の
二
元
的
構
成
に
対
す
る
批
判
論
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
過
失
不
法
行
為
法
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
点
で

あ
る
。
債
務
不
履
行
で
も
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
民
事
責
任
法
で
は
過
失
責
任
と
な
ら
ん
で
無
過
失
責
任
も
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
無

過
失
責
任
立
法
の
増
加
が
近
代
法
か
ら
現
代
法
へ
の
展
開
の
一
特
徴
と
い
え
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
不
法
行
為
法
の
枠
組
も
両
者
を
包
み

込
む
必
要
が
あ
る
。
両
者
に
共
通
し
た
不
法
行
為
の
法
的
枠
組
と
し
て
違
法
性
概
念
の
意
味
を
ど
う
考
え
る
か
の
問
題
は
な
お
存
在
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
客
観
的
要
件
と
さ
れ
て
い
た
違
法
性
概
念
が
従
来
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
違
法
性
概
念
が
客
観
化
し
た
故
意
・
過
失
概
念
と

が
同
一
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
違
法
性
否
定
論
の
一
論
拠
で
あ
る
『
権
利
』
要
件
拡
大
機
能
の
喪
失
で
あ
る
が
、
法
的
に
保
護
さ
れ
る
利
益
が
今
後
も
新
た
に
発

生
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
か
か
る
利
益
か
ど
う
か
の
評
価
基
準
と
し
て
の
違
法
性
概
念
の
有
用
性
は
な
お
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
さ
い
、
評
価
基
準
と
し
て
利
益
と
行
為
と
の
相
関
関
係
が
違
法
性
概
念
と
い
う
判
断
枠
組
で
決
ま
る
場
合
が
や
は
り
残
る
こ
と
、
さ
ら

に
、
過
失
の
客
観
化
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
違
法
性
は
あ
る
事
態
に
対
す
る
否
定
評
価
で
あ
り
、
有
責
性
は
行
為
者
に
対
す
る
非
難
で
あ

り
、
違
法
性
と
過
失
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
加
え
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
で
違
法
性
と
有
責
性
の
二
元
的
構
成
の
積
極
的
意
味
が
な
お
失
わ
れ
て
い
な
い
と

　（
四
九
〇
）
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考
え
る
。
民
法
で
は
、
人
の
行
為
を
適
法
行
為
と
違
法
行
為
に
分
け
る
の
が
法
律
要
件
で
今
日
も
一
般
的
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
が
、

無
過
失
不
法
行
為
責
任
を
取
り
込
ん
で
不
法
行
為
を
扱
う
た
め
に
も
違
法
性
は
体
系
的
に
有
用
な
概
念
で
あ
る
こ
と
、
付
加
的
に
、
国
家
賠

償
法
一
条
一
項
が
要
件
上
違
法
と
有
責
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
（『
故
意
又
は
過
失
に
よ
つ
て
違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
は
』）
等

に
よ
る
」。

　

右
の
よ
う
な
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
過
失
の
客
観
化
は
そ
の
通
り
で
あ
る
」、
す
な
わ
ち
、
過
失
を
心
理
状
態
で
な
く
客
観
的
行
為
義
務
違
反
で
あ
る
、
と
認
め
る
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
、
ど
う
し
て
、
違
法
性
と
は
別
次
元
の
「
有
責
性
」
と
し
て
、「
行
為
者
に
対
す
る
非
難
」
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、「
過
失
の
客
観
化
」
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
具
体
的
加
害
者
の
能
力
を
も
っ
て
し
て
は
、
そ
の
行
為
義
務

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
過
失
あ
り
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、
そ
の
と
き
、
そ
の
能
力
が
あ
れ
ば
、「
お

前
は
、
お
前
の
能
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
義
務
を
守
れ
た
の
に
、
守
ら
な
か
っ
た
。
ケ
シ
カ
ラ
ン
！
」
と
非
難
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
は
、「
行
為
者
に
対
す
る
非
難
」
と
し
て
「
有
責
性
」
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
能
力
が
な
け
れ
ば
、「
お
前
は
、
お
前
の
能

力
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
の
行
為
義
務
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ケ
シ
カ
ラ
ン
！
」
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

「
行
為
者
に
対
す
る
非
難
」
と
し
て
の
「
有
責
性
」
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
過
失
の
客
観
化
」
は
、
過
失
責
任
を
し
て
、

故
意
責
任
の
よ
う
な
「
意
思
」
責
任
で
は
あ
り
得
な
い
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
（
北
川
善
太
郎
も
、
故
意
責
任
に
つ
い
て
は
、「
意
思
」
が

帰
責
根
拠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
北
川
善
太
郎
・
前
掲
書
二
五
八
頁
）。

　

と
す
る
と
、
過
失
責
任
の
帰
責
根
拠
は
、
別
の
と
こ
ろ
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
行
為
者
が
行
為

義
務
を
守
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
他
者
の
「
信
頼
」
な
の
で
あ
り
、
過
失
責
任
は
「
信
頼
」
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
澤

井
裕
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
〔
第
三
版
〕」
二
〇
〇
一
年
（
有
斐
閣
）
一
七
八
頁
、
内
田
貴
「
民
法
Ⅱ
〔
第
二
版
〕」
二
〇
〇

　（
四
九
一
）
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七
年
（
東
京
大
学
出
版
会
）
三
一
八
頁
）。

　

そ
し
て
、「
過
失
」
そ
の
も
の
が
「
違
法
性
」
と
同
一
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
も
、「
過
失
の
客
観
化
」
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
無
過
失
不
法
行
為
責
任
を
取
り
込
ん
で
、
不
法
行
為
を
扱
う
に
は
、
そ
の
責
任
は
結
果
違
法
（
結
果
無
価
値
）
だ
け
で
賠
償
責

任
を
認
め
る
と
い
う
立
法
者
の
価
値
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
違
法
一
元
論
に
対
す
る
批
判
と
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
国
家
賠
償
法
第
一
条
第
一
項
が
、
要
件
上
、「
違
法
」
と
有
責
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
立
法
時
は
、

末
川
博
と
我
妻
栄
の
、
い
わ
ゆ
る
「
客
観
的
違
法
論
」
が
通
説
で
あ
り
、「
故
意
又
は
過
失
」
は
、
有
責
性
の
問
題
で
あ
っ
て
、
違
法
性
と

は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

1
）。

　

し
か
し
、
現
在
、
国
家
賠
償
法
第
一
条
第
一
項
の
違
法
性
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

故
意
や
過
失
は
勿
論
の
こ
と
、
加
害
行
為
者
の
そ
の
他
の
主
観
的
要
素
を
も
考
慮
に
入
れ
て
違
法
性
を
認
定
し
て
お
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

民
法
第
七
〇
九
条
に
お
け
る
違
法
性
と
同
じ
操
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
前
田
達
明
・
前
掲
論
文
一
〇
頁
）。
そ

の
こ
と
は
、
違
法
一
元
論
の
実
質
的
根
拠
で
あ
る
「
比
較
衡
量
」
が
、
国
家
賠
償
法
を
も
含
め
て
不
法
行
為
法
に
お
い
て
は
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
違
法
一
元
論
に
対
す
る
批
判
と
は
な
り
得
な
い
。

　

そ
し
て
、
故
意
責
任
は
「
意
思
」
責
任
、
過
失
責
任
は
「
信
頼
」
責
任
と
い
う
構
成
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
法
律
行
為
論
に
お
い
て
、
そ

の
法
律
効
果
の
帰
属
の
根
拠
が
「
意
思
」
と
「
信
頼
」
で
あ
る
こ
と
と
、
パ
ラ
レ
ル
に
把
握
さ
れ
、
法
思
考
上
、
誠
に
有
益
な
こ
と
と
い
え
る
。

（
1
）　

末
川
博
は
、
京
都
大
学
法
学
部
に
お
け
る
講
演
会
に
お
い
て
、
国
家
賠
償
法
の
立
法
時
に
国
会
に
招
か
れ
て
、
自
ら
の
権
利
侵
害
論
、
違
法
論
に
つ
い
て
説
明
を

し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

⑷　

大
村
敦
志
「
基
本
民
法
Ⅱ
〔
第
二
版
〕」
二
〇
〇
五
年
（
有
斐
閣
）
一
八
二
頁
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　（
四
九
二
）
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「
二
種
の
一
元
説
の
優
劣
に
関
し
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
故
意
・
過
失
＋
権
利
侵
害
と
い
う
二
重
の
要
件
を
持
つ
シ
ス

テ
ム
は
そ
の
ま
ま
で
は
維
持
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
元
説
と
言
っ
て
も
、
そ
こ
で
は
主
観
的
要
素
と
客
観
的
要
素
と

が
相
関
判
断
さ
れ
る
の
で
、
二
つ
の
要
素
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
出
て
き
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
二
つ
の
要
素
は
独
立
に
は
判
断
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
認
め
れ
ば
、
後
は
言
葉
の
問
題
で
あ
る
と
も
言
え

る
が
、
以
下
の
章
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
加
害
者
側
の
要
件
を
す
べ
て
『
過
失
』
の
枠
内
で
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
」。

　

右
の
よ
う
な
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
法
解
釈
学
は
、
原
則
と
し
て
、
全
て
「
言
葉
の
問
題
」
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
、〝
ど
う
で
も
よ
い
〞「
言
葉
の
問
題
」
か
、

〝
重
要
な
〞「
言
葉
の
問
題
」
か
の
区
別
が
あ
る
。
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
元
論
で
も
、
過
失
一
元
論
を
採
用

す
る
か
違
法
一
元
論
を
採
用
す
る
か
に
よ
っ
て
、
重
大
な
違
い
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
過
失
一
元
論
を
採
用
す
る
、
と
い
う
の
な
ら

ば
、
少
な
く
と
も
、
過
失
一
元
論
に
対
す
る
批
判
（
例
え
ば
、
本
稿
や
古
賀
哲
夫
＝
山
本
隆
司
編
（
手
嶋
豊
）「
現
代
不
法
行
為
法
学
の
分
析
」

（
有
信
堂
）
一
九
九
七
年
二
八
頁
に
お
け
る
批
判
）
に
答
え
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
何
故
、
同
じ
一
元
論
で
あ
る
違
法
一
元
論
を
採
用

で
き
な
い
の
か
、
を
論
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

⑸　

加
藤
雅
信
「
新
民
法
大
系
Ⅴ
〔
第
二
版
〕」
二
〇
〇
五
年
（
有
斐
閣
）
一
八
二
頁
は
、
次
の
よ
う
に
違
法
一
元
論
を
批
判
す
る
。

　
「
違
法
性
一
元
論
を
と
っ
て
も
、
生
命
侵
害
、
所
有
権
侵
害
等
の
権
利
・
利
益
の
侵
害
が
無
過
失
で
行
わ
れ
た
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
権

の
不
発
生
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
に
窮
す
る
こ
と
と
な
る
」。

　

こ
の
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
批
判
の
意
味
は
明
確
で
な
い
が
、
も
し
、
違
法
一
元
論
が
、
過
失
一
元
論
が
「
法
益
侵
害
」
概
念
を
捨
て
去
る
よ
う
に
、「
過

失
」
概
念
を
捨
て
去
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
第
二
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
誤
解
で
あ
る
。

　（
四
九
三
）
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違
法
一
元
論
は
、
民
法
第
七
〇
九
条
に
お
い
て
、「
過
失
」
と
い
う
「
要
件
」（
行
為
違
法
）
も
「
法
益
侵
害
」
と
い
う
要
件
（
結
果
違
法
）

も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
加
藤
雅
信
・
前
掲
書
一
八
四
頁
は
、「（
ア
）
絶
対
権
・
絶
対
的
利
益
の
保
護
」
の
場
合
は
過
失
違
法
二
元
論
を
採
用
し
、「（
イ
）

相
対
権
・
相
対
的
利
益
の
保
護
」
の
場
合
は
違
法
一
元
論
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
者
に
お
い
て
は
、「
故
意
又
は
過
失
」
を
超
え

る
「
害
意
」
な
ど
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
。

　

ま
ず
、「
権
利
」
と
「
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
」
は
、
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
明
確
に
区
別
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、（
ア
）
の
場
合
に
、
何
故
、
過
失
違
法
二
元
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
同
じ
民
法
第
七
〇
九
条
と
い
う
条
文
の
中
で
、
そ

の
よ
う
に
区
別
す
べ
き
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。
む
し
ろ
、
一
般
に
、
理
論
と
は
、
統
一
的
に
説
明
で
き
る
方
が
優
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、（
ア
）
の
場
合
も
、
違
法
一
元
論
で
統
一
的
に
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
統
一
す
る
方
が
優
れ
た
説
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
が
可
能
な
こ
と
は
、
既
に
「
第
二
」
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

し
か
も
、（
ア
）
に
お
い
て
も
（
イ
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
故
意
過
失
の
内
容
は
同
一
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、（
ア
）
で
は
違
法
要
素
で

な
く
、（
イ
）
で
は
違
法
要
素
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
理
解
に
苦
し
む
。
さ
ら
に
（
ア
）
に
お
い
て
故
意
過
失
が
違
法
要
素
で
な
い
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
ど
こ
に
位
置
付
け
る
の
か
。
恐
ら
く
「
有
責
性
」
の
要
素
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
客
観
的
行
為
義
務
違
反
た
る
過
失

が
「
有
責
性
」
に
親
し
ま
な
い
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、（
イ
）
に
お
い
て
は
、「
有
責
性
」
の
要
素
た
る
故
意
過
失
が
、

あ
る
い
は
違
法
要
素
で
な
い
故
意
過
失
が
、
何
故
に
、
突
如
、
違
法
要
素
と
な
る
の
か
。

　

な
お
、「
害
意
」
な
ど
は
、「
行
為
違
法
」
の
一
形
態
と
し
て
、「
故
意
又
は
過
失
」
の
拡
大
な
い
し
類
推
の
問
題
と
し
て
把
握
す
れ
ば
よ

く
（
丁
度
、
か
つ
て
「
権
利
侵
害
」
が
「
法
益
侵
害
」
と
拡
大
な
い
し
類
推
さ
れ
た
よ
う
に
）、
違
法
一
元
論
の
問
題
と
す
る
の
は
妥
当
で

あ
ろ
う
。

　（
四
九
四
）
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次
に
、
い
わ
ゆ
る
「
過
失
の
二
重
構
造
論
」（
加
藤
雅
信
・
前
掲
書
一
四
四
頁
）
を
見
て
み
よ
う
。
加
藤
雅
信
・
前
掲
書
一
四
〇
頁
が
掲

げ
る
例
、
す
な
わ
ち
①
運
転
者
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
て
前
を
よ
く
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
事
故
が
発
生
し
た
と
の
事
実
認
定
が
あ
っ
た
、
と

い
う
と
き
は
、
前
方
注
視
義
務
違
反
（
道
交
法
第
七
〇
条
）
と
認
定
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
義
務
違
反
な
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

　

加
藤
雅
信
・
前
掲
書
一
四
五
頁
が
「
実
務
的
に
は
、
過
失
の
認
定
を
、
主
観
的
な
内
心
の
状
態
と
客
観
的
な
行
為
義
務
違
反
の
い
ず
れ
か

一
方
か
ら
で
は
な
く
、
双
方
か
ら
行
う
こ
と
は
少
し
も
珍
し
く
な
い
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
の
あ
る
判
決
で
は
、
一
方

で
「
漫
然
同
一
速
度
で
進
行
し
」、「
狼
狽
の
余
り
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
も
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
い
」
等
、
内
心
の
状

態
を
認
定
し
な
が
ら
、
他
方
で
、「
お
よ
そ
自
動
車
運
転
者
た
る
も
の
…
…
の
業
務
上
の
義
務
」
を
複
数
具
体
的
に
あ
げ
、
そ
の
客
観
的
義

務
に
違
反
し
た
行
為
を
も
具
体
的
に
認
定
し
た
う
え
で
、
過
失
が
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
」
と
、「
過
失
の
二
重
構
造
論
」
の
〝
証
拠
〞
と

し
て
引
用
し
て
い
る
最
判
昭
和
四
三
年
八
月
二
日
民
集
二
二
巻
八
号
一
五
二
五
頁
の
第
一
審
判
決
で
あ
る
岡
山
地
裁
判
決
に
お
け
る
過
失
の

認
定
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
そ
こ
で
ま
ず
本
件
事
故
が
雁
の
過
失
に
よ
つ
て
生
じ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
成
立
に
争
い
の
な
い
甲
第
四
、
同
第
七

な
い
し
第
九
号
証
な
ら
び
に
証
人
縄
鉄
雄
の
証
言
を
綜
合
す
る
と
、
雁
は
事
故
の
あ
つ
た
交
叉
点
の
約
一
二
〇
米
倉
敷
寄
り
の
地
点
の
道
路

中
央
を
時
速
四
二
、
三
粁
で
東
進
中
前
方
約
二
〇
米
の
道
路
中
央
よ
り
一
米
左
寄
り
の
地
点
を
時
速
三
〇
粁
で
同
一
方
向
に
ス
ク
ー
タ
ー
で

進
行
中
の
亡
忠
義
を
認
め
た
が
、
そ
の
ま
ゝ
の
速
度
で
進
行
を
続
け
、
交
叉
点
の
手
前
約
三
〇
米
の
地
点
に
到
つ
て
右
ス
ク
ー
タ
ー
を
追
い

越
そ
う
と
思
い
二
、
三
回
警
笛
を
鳴
ら
し
た
と
こ
ろ
、
忠
義
が
左
手
を
挙
げ
て
合
図
を
し
た
が
、
そ
れ
が
い
か
な
る
合
図
で
あ
る
か
も
確
か

め
ず
漫
然
同
一
速
度
で
進
行
し
、
ス
ク
ー
タ
ー
の
後
方
五
米
に
接
近
し
た
と
き
、
ス
ク
ー
タ
ー
が
進
路
を
右
に
寄
せ
た
た
め
、
雁
は
狼
狽
の

余
り
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
も
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
い
、
自
動
車
前
部
の
バ
ン
パ
ー
を
ス
ク
ー
タ
ー
後
部
に
突
き
当
て

　（
四
九
五
）
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て
右
忠
義
を
路
上
に
は
ね
飛
ば
し
、
よ
つ
て
同
人
を
即
死
さ
せ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（
以
上
を
「
Ａ
」
と
す
る
。
筆
者
）。

　

お
よ
そ
自
動
車
運
転
者
た
る
も
の
は
、
交
叉
点
の
手
前
で
先
行
車
を
認
め
た
場
合
、
先
行
車
が
い
つ
い
か
な
る
方
向
に
転
換
す
る
か
も
知

れ
な
い
の
で
、
速
度
を
落
し
、
場
合
に
よ
つ
て
は
い
つ
で
も
急
停
車
で
き
る
よ
う
に
す
る
義
務
、
前
車
が
何
等
か
の
合
図
を
し
た
場
合
、
そ

れ
が
い
か
な
る
合
図
か
を
確
か
め
る
義
務
、
交
叉
点
に
お
い
て
は
追
越
を
し
な
い
義
務
、
衝
突
し
そ
う
に
な
つ
た
場
合
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、

ハ
ン
ド
ル
を
切
る
義
務
並
び
に
前
車
が
右
折
の
合
図
を
し
て
道
路
中
央
に
寄
つ
た
場
合
に
こ
れ
を
妨
害
し
な
い
義
務
等
高
度
の
業
務
上
の
義

務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
（
以
上
を
「
Ｂ
」
と
す
る
。
筆
者
）、
前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
（「
Ａ
」
で
あ
る
。

筆
者
）、
雁
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
す
べ
て
怠
つ
た
過
失
（
以
上
を
「
Ｃ
」
と
す
る
。
筆
者
）
が
重
要
な
原
因
と
な
つ
て
本
件
事
故
が
発
生
し

た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
後
記
の
如
き
被
害
者
側
の
過
失
が
あ
る
に
し
て
も
、
右
事
故
発
生
が
雁
に
と
つ
て
不
可
抗
力
で
あ
つ
た

と
は
い
え
な
い
。

　

し
か
し
て
、
右
事
故
は
雁
が
被
告
の
被
用
者
と
し
て
被
告
の
事
業
の
執
行
中
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い

か
ら
、
雁
の
前
記
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
被
告
は
そ
の
使
用
者
と
し
て
こ
れ
を
賠
償
す
る
責
任
の
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」。

　

と
こ
ろ
で
、
加
藤
雅
信
・
前
掲
書
一
四
五
頁
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
岡
山
地
方
裁
判
所
の
判
決
が
、「
Ａ
」
を
心
理
状
態
と
し
て
の

過
失
を
認
定
し
た
も
の
と
理
解
し
、「
Ｂ
」、「
Ｃ
」
を
客
観
的
行
為
義
務
違
反
と
し
て
の
過
失
を
認
定
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
た
、
誤
解
で
あ
る
。
岡
山
地
方
裁
判
所
は
、「
Ａ
」
に
お
い
て
、
加
害
者
の
心
理
状
態
（
行
為
と
い
う
事
実

0

0

）
を
認
定
し
、

「
Ｂ
」
に
お
い
て
、
お
お
よ
そ
自
動
車
運
転
者
た
る
者
、
す
な
わ
ち
、
標
準
的
な
自
動
車
運
転
者
が
守
る
べ
き
行
為
義
務
を
設
定
し
、
そ
の

上
で
「
前
記
認
定
事
実
」、
す
な
わ
ち
「
Ａ
」
と
い
う
事
実
を
、
客
観
的
行
為
義
務
違
反
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
Ａ
」
が
規

範
的
要
件
た
る
過
失
に
該
当
す
る
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
判
決
は
、
二
つ
の
過
失
を
認
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

過
失
は
あ
く
ま
で
規
範
的
評
価
で
あ
り
、
心
理
状
態
（
行
為
）
は
過
失
と
評
価
さ
れ
る
「
事
実
」
な
の
で
あ
る
。

　（
四
九
六
）
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こ
の
こ
と
は
、
全
て
の
規
範
的
要
件
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
り
、
当
事
者
は
、
そ
の
規
範
的
評
価
の
対
象
た
る
「
事
実
」
に
つ
い
て
主
張

立
証
責
任
を
負
い
、
そ
の
「
事
実
」
の
規
範
的
評
価
、
す
な
わ
ち
過
失
と
か
違
法
と
か
は
、
裁
判
所
の
法
的
価
値
判
断
で
あ
っ
て
、
当
事
者

は
、
そ
れ
に
つ
い
て
主
張
立
証
責
任
を
負
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
過
失
の
二
重
構
造
論
」
は
、
過
失
と
い
う
評
価
の
対
象
た
る
事
実

0

0

と
対
象
の
「
評
価

0

0

」
た
る
「
過
失
」
を
混
同
す
る

議
論
で
あ
り
、
賛
同
し
難
い
。

　

な
お
、
蛇
足
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
敢
え
て
、「
事
実
」
と
「
評
価
」
を
共
に
「
過
失
」
と
す
る
、
と
い
う
の
な
ら
ば
、
こ
の
ま
っ
た
く

次
元
の
異
な
っ
た
も
の
を
、
何
故
に
、
同
一
の
概
念
で
把
握
す
る
の
か
、
し
か
も
、
多
く
の
規
範
的
要
件
の
中
で
、
何
故
に
、「
過
失
」
だ

け
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
可
能
な
の
か
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
（
ま
さ
か
、
全
て
の
規
範
的
要
件
を
〝
二
重
構
造
〞
で
把
握
と
い
う
主

張
で
は
な
い
と
考
え
る
）。

　

さ
ら
に
、「
事
実
」
と
「
評
価
」
と
い
う
二
つ
の
過
失
は
、
ま
っ
た
く
次
元
の
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
に
、
そ
の
帰
責
根
拠
も
、

異
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
例
え
ば
、「
事
実
」
と
し
て
の
「
過
失
」
は
「
意
思
責
任
」、「
評
価
」
と
し
て
の
「
過

失
」
は
「
信
頼
責
任
」
と
い
う
の
な
ら
ば
、
疑
問
が
残
る
。
と
い
う
の
は
、
加
藤
雅
信
・
前
掲
書
一
四
五
頁
は
「
内
心
の
状
態
か
ら
過
失
を

立
証
し
た
場
合
に
は
、
最
終
的
な
立
証
対
象
は
抽
象
的
過
失
で
あ
る
の
で
、
通
常
人
、
一
般
人
の
注
意
力
の
レ
ベ
ル
か
ら
み
て
も
過
失
と
い

え
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
記
述
す
る
。
そ
う
す
る
と
、「
事
実
」
と
し
て
の
「
過
失
」
は
、
も
は
や
「
意
思
責
任
」
で
は
な
い
。
も

っ
と
も
加
藤
雅
信
・
前
掲
書
一
四
五
頁
は
、「
加
害
者
の
注
意
力
が
通
常
人
、
一
般
人
よ
り
も
低
い
こ
と
は
」「
加
害
者
が
立
証
責
任
を
負
う
」

と
し
て
、
あ
た
か
も
「
免
責
立
証
」
が
許
さ
れ
る
が
如
き
記
述
を
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
記
述
は
、
明
ら
か
に
、
矛
盾
す
る
。「
最
終
的
」

と
「
途
中
経
過
」
と
い
う
こ
と
で
は
説
明
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
立
証
責
任
と
は
、
全
て
「
最
終
的
」
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
、

そ
う
で
な
い
と
い
う
の
な
ら
ば
、
何
故
に
、
右
の
よ
う
な
「
免
責
立
証
」
が
「
途
中
経
過
」
と
し
て
許
さ
れ
る
の
か
も
説
明
が
必
要
で
あ
ろ

　（
四
九
七
）
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う
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
な
免
責
立
証
を
許
さ
な
い
と
い
う
の
が
、「
抽
象
的
過
失
」
の
意
義
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
許
せ
ば
、「
抽
象
的
」

で
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

⑹　

吉
村
良
一
「
不
法
行
為
法
〔
第
三
版
〕」
二
〇
〇
五
年
（
有
斐
閣
）
八
七
頁
は
、
次
の
よ
う
に
、
違
法
一
元
論
を
批
判
す
る
。

　
「
ま
ず
第
一
に
、
最
近
の
二
元
説
が
、
要
件
を
二
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
『
思
考
の
整
理
の
便
宜
』」「
や
『
思
考
の
経
済
に
も
役
立
つ
』」「
と

指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
要
件
を
統
合
し
て
一
元
的
な
構
成
を
と
っ
た
場
合
、
一
面
で
は
よ
り
柔
軟
な

判
断
が
可
能
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
反
面
で
、
判
断
基
準
が
曖
昧
で
裁
判
官
の
裁
量
の
範
囲
が
広
く
な
る
と
い

う
結
果
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
も
な
い
で
は
な
い
。
法
的
安
定
性
か
ら
見
て
も
、
裁
判
官
に
よ
る
判
断
に
一
定
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
不
法
行
為
の
成
否
の
判
断
基
準
は
な
る
べ
く
明
確
な
方
が
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
二
元
説
を
と
れ
ば
そ
れ
だ

け
で
基
準
が
明
確
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
判
断
す
べ
き
要
素
を
そ
の
性
質
に
即
し
て
二
つ
の
要
素
に
区
別
す
る
二
元
説
の
方
が
、

少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
こ
の
要
請
に
応
え
や
す
い
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

第
二
の
理
由
は
、
一
元
説
に
よ
れ
ば
権
利
侵
害
要
件
が
不
法
行
為
の
独
自
の
成
立
要
件
と
し
て
否
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
特
別
の
意
味
を

持
た
な
い
も
の
と
し
て
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
行
為
不
法
論
か
ら
の
二
元
説
に
も
共
通
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
権
利
侵
害
要
件
の
相
対
化
は
、
本
来
こ
の
要
件
が
含
ん
で
い
た
は
ず
の
、
法
的
に
保
護
さ
れ
た
利
益
と
し
て
の

『
権
利
』
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
直
ち
に
法
的
な
保
護
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
利
益
衡
量
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
結
果
と
し
て

権
利
保
護
を
弱
め
て
し
ま
う
結
果
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
（
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
錦
織
成
史
「
違
法
性
と
過
失
」
星
野
英
一

他
編
・
民
法
講
座
六
巻
一
八
八
頁
）。
権
利
侵
害
が
違
法
性
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
は
も
っ
ぱ
ら
不
法
行
為
に
よ
る
保
護
の
拡
大
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
権
利
侵
害
の
こ
の
よ
う
な
法
的
評
価
機
能
は
維
持
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
特
に
、
損
害
賠
償
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
差
止
め

に
よ
る
権
利
保
護
の
問
題
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
場
合
、
こ
の
点
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
権
利
侵
害
要
件
を
放
棄
す
る

　（
四
九
八
）
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こ
と
は
、
権
利
侵
害
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
要
素
、
と
り
わ
け
侵
害
行
為
の
公
共
性
や
社
会
的
有
用
性
を
理
由
に
侵
害
行
為
の
差

止
め
を
否
定
す
る
と
い
う
、
権
利
の
保
護
と
い
う
視
点
か
ら
は
重
大
な
結
果
を
も
招
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」。

　
「
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
、
本
書
で
は
、
違
法
性
と
過
失
の
両
要
件
の
対
置
と
い
う
構
造
を
維
持
し
、
同
時
に
、
違
法
性
要
件

の
判
断
基
準
と
し
て
、
主
と
し
て
被
侵
害
利
益
の
種
類
に
よ
る
分
類
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
現
代
用
語
化
の

た
め
の
改
正
に
よ
り
権
利
侵
害
に
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
侵
害
が
付
加
さ
れ
て
も
、
基
本
的
に
は
な
お
妥
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
権
利
侵
害
に
法
律
上
の
利
益
侵
害
と
い
う
広
い
文
言
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
要
件
と
し
て
の
実
質
的
な
意
味

を
失
い
、
今
後
は
過
失
要
件
へ
の
一
元
化
が
進
む
と
い
う
解
釈
も
あ
る
う
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
回
の
改
正
で
権
利
侵

害
要
件
が
残
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
権
利
侵
害
と
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
侵
害
の
上
位
概
念
と
し
て
違
法
性
概
念
を
措
定
し
、
そ

の
判
断
の
仕
方
に
お
い
て
異
な
る
枠
組
み
を
使
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
権
利
侵
害
が
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
違
法
と
し
、
そ
の
法
的
評
価
機
能

を
維
持
し
つ
つ
、
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
益
の
多
様
性
や
、
こ
こ
で
い
う
『
法
律
』
概
念
の
広
さ
（
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
の
『
法
律
』
と
し
て
は
制
定
法
規
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
い
も
の
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
）
か
ら
、

侵
害
行
為
の
態
様
を
含
む
総
合
的
判
断
を
行
う
と
い
う
立
場
は
、
改
正
後
の
条
文
に
お
い
て
も
維
持
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
」。

　

こ
の
二
つ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
既
に
解
答
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
こ
こ
に
引
用
す
る
（
前
田
達
明
・
前
掲
論
文
一
八
頁
）。

　
「『
権
利
侵
害
要
件
を
放
棄
す
る
』
こ
と
に
な
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、『
違
法
一
元
論
』
は
、
民
法
第
七
〇
九
条
に
お
い
て
は
、『
故

意
又
は
過
失
』
と
い
う
要
件
事
実
が
存
在
す
る
か
否
か
、
そ
し
て
『
権
利
な
い
し
法
益
侵
害
』
と
い
う
要
件
事
実
が
存
在
す
る
か
否
か
を
、

ま
ず
認
定
し
、
存
在
す
る
と
さ
れ
た
と
き
、
次
の
段
階
と
し
て
、
総
合
的
に
違
法
性
の
有
無
（
実
は
そ
れ
は
評
価
で
あ
る
が
）
を
認
定
す
る

も
の
で
あ
り
、『
権
利
侵
害
』
要
件
を
放
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
反
論
し
得
る
。
他
方
、『
権
利
侵
害
』
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
他

の
要
素
、
と
り
わ
け
侵
害
行
為
の
公
共
性
や
社
会
的
有
用
性
を
理
由
に
侵
害
行
為
の
差
し
止
め
を
否
定
す
る
と
い
う
、
権
利
の
保
護
と
い
う

　（
四
九
九
）



違
法
一
元
論
に
つ
い
て

�

三
〇

同
志
社
法
学
　
六
一
巻
二
号

視
点
か
ら
は
重
大
な
結
果
を
も
招
く
こ
と
に
な
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
主
張
は
、『
権
利
侵
害
』
と
い
う
要
件
事
実
だ
け
で
、
全
て

の
場
合
に
『
差
し
止
め
』
を
認
め
よ
う
と
い
う
価
値
判
断
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
判
例
学
説
の
賛
同
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
『
権
利
』
は
法
が
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
公
共
の
福
祉
な
ど
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
（
そ
れ
は
『
権

利
』
が
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
も
同
様
で
あ
る
）
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る（

1
）。」

（
1
）　

一
般
の
物
権
侵
害
な
ど
と
は
異
な
り
、
生
活
妨
害
の
場
合
は
、
権
利
侵
害
が
あ
れ
ば
、
直
ち
に
差
止
請
求
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
共
通

の
認
識
で
あ
る
（
大
塚
直
「
生
活
妨
害
の
差
止
に
関
す
る
最
近
の
動
向
と
課
題
」
山
田
卓
生
＝
藤
岡
康
宏
編
「
新
・
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
（
2
）」
一
九
九
八
年
（
日

本
評
論
社
）
一
七
九
頁
以
下
、
二
〇
五
頁
。
ド
イ
ツ
民
法
第
九
〇
六
条
参
照
）。
そ
れ
に
は
、
被
害
者
と
加
害
者
の
利
益
衡
量
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
共
通
の

認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
差
止
請
求
は
、
損
害
賠
償
請
求
以
上
に
、
加
害
者
に
重
大
な
不
利
益
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
（
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九

七
年
（
信
山
社
）
四
九
一
頁
）、
加
害
者
の
行
為
の
自
由
（
所
有
権
の
行
使
な
ど
）
の
制
約
を
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
加
害
者
の
権
利
行
使
と

い
う
法
的
観
点
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
「
差
し
止
め
」
の
法
的
構
成
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。
そ
こ
で
、
一
つ
の
試
論
を
提
案
す
る
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
加
害
者
の
故
意
、
す
な
わ
ち
被
害
者
の
人
格
権
な
ど
の
権
利
侵
害
あ
る
い
は
損
害
発
生
（
の
可
能
性
）
の
認
識
が
あ
る

と
き
は
（
重
過
失
も
故
意
と
同
等
に
扱
う
べ
き
で
あ
る
）、
民
法
第
一
条
第
一
項
の
〝
私
権
は
、
公
共
の
福
祉
（
他
者
加
害
禁
止
）
に
適
合

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〞
と
、
同
第
三
項
の
加
害
者
の
〝
権
利
の
濫
用
は
、
許
さ
な
い
〞
を
適
用
し
、
そ
の
法
律
効
果
に
つ
い
て
は
（
民
法

第
一
条
第
一
、
三
項
に
は
法
律
効
果
の
規
定
は
な
い
）、
同
第
七
二
三
条
を
準
用
す
る
。

　

第
二
に
、
過
失
の
場
合
は
、
伝
統
的
に
、
権
利
濫
用
が
主
観
的
要
件
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
（
か
つ
て
は
、
害
意
を
要
求
し
た
が
、

現
在
は
、
故
意
で
よ
い
、
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
高
判
昭
和
五
〇
・
二
・
二
八
民
集
二
九
・
二
・
一
九
三
。
シ

カ
ー
ネ
禁
止
の
客
観
化
に
つ
い
て
は
、
磯
村
哲
「
シ
カ
ー
ネ
禁
止
よ
り
客
観
的
利
益
衡
量
へ
の
発
展
」『
権
利
の
濫
用
上
』
一
九
六
二
年
（
有

　（
五
〇
〇
）



違
法
一
元
論
に
つ
い
て

�

三
一

同
志
社
法
学
　
六
一
巻
二
号

斐
閣
）
六
〇
頁
）、
民
法
第
一
条
第
三
項
で
な
く
、
民
法
第
一
条
第
一
項
と
同
第
二
項
を
適
用
し
、
加
害
者
の
権
利
行
使
の
際
に
、
他
者
加

害
禁
止
の
作
為
あ
る
い
は
不
作
為
義
務
を
負
う
と
し
て
（
神
戸
地
判
平
成
一
二
・
一
・
三
一
判
時
一
七
二
六
・
二
〇
、
七
四
）、
そ
の
法
律

効
果
は
、
同
第
七
二
三
条
を
準
用
す
る
。

　

第
三
に
、
加
害
者
が
無
過
失
の
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
殆
ん
ど
の
生
活
妨
害
の
場
合
は
、（
法
益
侵
害
が
既
に
発
生
し
て
い
て
）

第
一
か
第
二
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
未
発
生
の
場
合
は
、
無
過
失
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
民
法
第
一
九
九
条

（
無
過
失
責
任
で
あ
る
）
に
鑑
み
、
同
条
の
適
用
あ
る
い
は
類
推
適
用
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
生
活
妨
害
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
利
益
衡
量
を
必
要
と
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
（
舟
橋
淳
「
物
権
法
」
一
九
六
〇
年
（
有
斐
閣
）
三
六
頁
参
照
。
ド
イ
ツ

民
法
第
九
〇
六
条
参
照
）、「
お
そ
れ
」
の
解
釈
と
し
て
は
、〝
明
ら
か
な
妨
害
発
生
の
可
能
性
の
存
在
〞、
す
な
わ
ち
〝
妨
害
発
生
の
確
実
性
〞

を
要
件
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
複
合
汚
染
の
場
合
の
差
止
請
求
に
つ
い
て
は
、
右
の
法
的
構
成
に
加
え
て
、
民
法
第
七
一
九
条
の
類
推
適
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
大
塚
直
・
前
掲
論
文
一
八
九
頁
の
例
の
場
合
は
、
ま
ず
、
原
告
は
、「
Ａ
と
Ｂ
は
、
汚
染
物
質
の
着
地
濃
度
を
適
法
レ
ベ
ル

濃
度
以
下
に
せ
よ
（
あ
る
い
は
適
法
レ
ベ
ル
濃
度
以
上
排
出
し
て
は
な
ら
な
い
）」
と
い
う
判
決
を
求
め
て
訴
え
る
。
Ａ
と
Ｂ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
着
地
濃
度
寄
与
度
を
主
張
立
証
し
て
、
減
責
を
求
め
得
る
（
民
法
第
七
一
九
条
第
一
項
二
文
の
類
推
適
用
）。
す
な
わ
ち
、
Ａ
は
二
五

％
の
削
減
、
Ｂ
は
〇
・
五
％
の
削
減
を
主
張
し
得
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
適
法
レ
ベ
ル
濃
度
以
下
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
原
告
と
し
て

は
、
着
地
濃
度
寄
与
度
が
四
九
％
の
人
を
訴
え
ざ
る
を
得
な
い
（
引
込
説
は
不
要
）。
も
っ
と
も
、
原
告
は
、
Ａ
と
Ｂ
に
〝
強
い
関
連
共
同
性
〞

が
あ
る
こ
と
を
主
張
立
証
し
て
、
Ａ
と
Ｂ
の
減
責
の
主
張
を
排
除
し
得
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
第
七
一
九
条
第
一
項
第
一
文
の
類
推
適
用
で

あ
る
。

　

結
論
と
し
て
は
、
山
口
和
男
「
複
合
汚
染
に
対
す
る
差
止
請
求
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
司
法
研
修
所
論
集
創
立
三
十
周
年
記
念
特
集
号
一

　（
五
〇
一
）
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九
七
七
年
一
九
四
頁
と
同
旨
と
な
る
。

　

な
お
、
野
崎
幸
雄
「
因
果
関
係
論
・
総
論
」
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
5
一
九
七
三
年
（
日
本
評
論
社
）
七
五
頁
、
九
三
頁
〜
九
四
頁
は
、「
損

害
賠
償
の
場
合
と
異
な
り
、
差
止
に
お
い
て
は
、
現
時
点
に
お
け
る
共
同
不
法
行
為
の
成
否
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
過
去
の
あ
る
時

点
に
お
け
る
共
同
不
法
行
為
の
成
否
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
各
企
業
の
排
出
が
相
合
し
て
、
そ
れ
が
被
害
な
い
し
は
危
険
を

発
生
さ
せ
て
い
る
と
い
う
因
果
関
係
の
立
証
が
な
さ
れ
れ
ば
、
各
企
業
は
他
の
排
出
源
の
存
在
を
認
識
を
せ
ざ
る
を
え
ず
、
常
に
共
同
不
法

行
為
が
成
立
し
、
差
止
請
求
権
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
す
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。
蓋
し
、
判
決
は
、
事
実
審
の
口
頭
弁
論

終
結
時
の
事
実
を
認
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
で
は
「
各
企
業
は
他
の
排
出
源
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
」
と
は
い
え
ず
（「
不
知
」

と
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
）、「
因
果
関
係
の
立
証
が
な
さ
れ
」
る
の
は
、
判
決
確
定
時
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
口
頭
弁
論
終
結
時
に
〝
将

来
、
他
の
排
出
源
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
事
実
を
認
定
す
る
〞
と
し
て
も
、
私
見
（
主
観
的
関
連
共
同
説
）
か
ら
は
、
単
に

「
他
の
排
出
源
の
存
在
を
認
識
」
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
共
同
不
法
行
為
者
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
「
常
に
共
同
不
法
行
為
が
成
立
」
す

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
分
割
的
差
止
説
を
主
張
す
る
学
者
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
見
解
が
あ
る
。
「
差
止
の
場
合
に
は
、
現
実
の
汚
染
濃

度
と
閾
値
を
も
と
に
各
被
告
に
つ
い
て
一
律
の
削
減
率
を
決
定
す
れ
ば
よ
く
、
損
害
賠
償
の
よ
う
に
被
告
の
反
証
等
は
問
題
と
な
ら
ず
、
ま

た
、
寄
与
度
も
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
と
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
原
告
に
隣
接
し
て
お
り
、
着
地
濃

度
寄
与
度
が
五
〇
％
に
達
す
る
Ａ
と
、
原
告
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
着
地
濃
度
寄
与
度
が
一
％
の
Ｂ
と
が
あ
り
、
原
告
居
住
地
が
適

法
レ
ベ
ル
濃
度
の
二
倍
に
ま
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
各
社
の
排
出
量
を
そ
れ
ぞ
れ
半
減
し
な
け
れ
ば

目
的
を
達
し
え
な
い
の
で
、
結
局
、
Ａ
、
Ｂ
の
寄
与
度
と
は
無
関
係
に
、
削
減
率
の
み
が
決
定
的
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
細
か
く
は
、
汚
染
物
質
の
排
出
量
と
汚
染
濃
度
と
が
正
比
例
の
関
係
に
立
つ
か
と
い
う
問
題
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
は

　（
五
〇
二
）
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裁
判
所
の
認
定
に
お
い
て
も
一
応
の
と
こ
ろ
で
満
足
す
る
ほ
か
は
な
く
、
基
本
的
に
、
右
の
見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場

は
、
七
一
九
条
一
項
後
段
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
似
て
い
る
が
、
被
告
の
反
証
等
を
問
題
と
し
な
い
点
で
、
そ
れ
と
も
異
な
る
も
の
と
い
え
る
。」

（
大
塚
直
・
前
掲
論
文
一
八
八
頁
）。　

着
地
濃
度
へ
の
「
寄
与
度
と
は
無
関
係
に
、
削
減
率
」
を
定
め
る
と
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
大

い
に
疑
問
で
あ
る
（
こ
の
点
、
澤
井
裕
「
公
害
差
止
の
法
理
」
一
九
七
六
年
（
日
本
評
論
社
）
一
六
〇
頁
は
、
一
応
「
寄
与
度
」
を
参
考
に

し
て
、
過
失
相
殺
法
理
を
用
い
て
、
裁
判
所
の
裁
量
で
定
め
る
と
し
て
い
る
）。
こ
の
よ
う
に
「
寄
与
度
と
は
無
関
係
に
」、
被
告
の
削
減
率

を
裁
判
所
の
裁
量
で
定
め
る
、
と
い
う
の
は
、
裁
判
所
に
余
り
に
過
大
な
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
当
事
者
、
特
に
大
き
な
削

減
率
を
科
さ
れ
た
当
事
者
を
十
分
に
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
各
寄
与
度
を
確
定
し
て
、〝
だ

か
ら
、
お
前
は
、
こ
れ
だ
け
削
減
せ
よ
〞
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
こ
で
、
こ
の
各
寄
与
度
は
、
職
権
探
知
事
項
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ

ら
に
、
削
減
率
は
裁
量
事
項
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
裁
判
所
に
過
大
な
負
担
を
課
す
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
主
義
を
原
則
と
す
る

民
事
訴
訟
に
は
馴
染
ま
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

最
後
に
、
右
の
澤
井
裕
の
主
張
、
す
な
わ
ち
「
過
失
相
殺
法
理
（
民
法
第
七
二
二
条
第
二
項
）」
の
類
推
適
用
は
、
傾
聴
に
値
す
る
見
解

で
あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。
こ
こ
で
は
、
被
害
者
と
加
害
者
で
な
く
、
加
害
者
間
の
違
法
性
の
比
較
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
先
に

筆
者
が
提
案
し
た
、
加
害
者
に
、
故
意
（
重
過
失
）
あ
る
場
合
、
過
失
あ
る
場
合
、
無
過
失
の
場
合
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
条
を
変
え
る
の
は
、

こ
の
観
点
を
視
野
に
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
加
害
者
の
故
意
・
過
失
を
根
拠
付
け
る
事
実
の
主
張
立
証
責
任
は
被
害
者
が
（
さ

ら
に
、
加
害
者
間
で
も
）、
着
地
濃
度
へ
の
「
寄
与
度
」
の
主
張
立
証
責
任
は
加
害
者
が
負
い
、
削
減
率
は
裁
判
所
の
裁
量
事
項
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

⑺　

内
田
貴
「
民
法
Ⅱ
〔
第
二
版
〕」
二
〇
〇
七
年
（
東
京
大
学
出
版
会
）
三
三
九
頁
は
、
次
の
よ
う
に
違
法
一
元
論
を
批
判
す
る
。

　
「
違
法
性
一
元
論
は
、
違
法
性
と
い
う
ド
イ
ツ
法
特
有
の
概
念
を
明
文
の
規
定
の
な
い
日
本
民
法
に
持
ち
込
み
、
し
か
も
そ
れ
に
余
り
に

　（
五
〇
三
）
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大
き
な
役
割
を
担
わ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
、
解
釈
論
と
し
て
は
難
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
（
過
失
一
元
論
。

筆
者
注
）
と
第
三
（
過
失
違
法
二
元
論
。
筆
者
注
）
の
立
場
が
検
討
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」

　

そ
の
一
方
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
正
当
な
権
利
の
行
使
が
一
定
の
限
度
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
法
行
為
を
構
成
す
る
事
案
に
お
い
て
は
、
故
意
・
過
失
と
は
別
に
『
権

利
』
や
『
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
』
の
侵
害
の
要
件
は
積
極
的
な
意
味
を
持
ち
う
る
（
従
来
は
『
受
忍
限
度
』
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
）。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
要
件
こ
そ
が
不
法
行
為
の
成
否
を
決
す
る
役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
多
い
。
用
語
と
し

て
は
、
民
法
に
規
定
の
あ
る
『
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
』
の
侵
害
を
あ
え
て
『
違
法
性
』
と
言
い
換
え
る
必
要
は
な
い
と
思
う

が
、
趣
旨
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
け
ば
、
あ
え
て
違
法
性
と
い
う
表
現
を
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
違
法
性
一
元
論

で
い
う
違
法
性
と
は
異
な
る
）」（
内
田
貴
・
前
掲
書
三
四
〇
頁
）。

　

右
の
よ
う
な
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
「
違
法
」
と
い
う
概
念
が
日
本
民
法
に
明
文
の
規
定
が
な
い
、
と
い
う
の
は
、
誤
解
で
あ
る
こ
と
は
、「
第
二
」
で
詳
述
し
た（

1
）。

さ
ら
に
、「
余

り
に
大
き
な
役
割
を
担
わ
せ
て
し
ま
う
」
と
い
う
批
判
は
、
民
法
典
自
身
が
、「
違
法
」
と
い
う
法
律
要
件
を
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
一
つ
の
用
語
を
用
い
て
出
来
る
だ
け
多
く
の
問
題
を
解
明
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
優
れ
た

法
解
釈
学
は
な
い
、
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
も
、
他
方
で
は
、
日
本
民
法
の
明
文
に
規
定
の
な
い
「
違
法
性
」
と
い
う
表
現
を
あ
え
て
排
斥
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
法
益
」
と
い
う
明
文
に
規
定
が
あ
る
用
語
で
十
分
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
中
間
概
念
た
る
「
違
法
性
」
と
い

う
用
語
は
、
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

も
し
、
そ
の
意
味
が
、「
理
論
」
と
し
て
は
違
法
と
い
う
用
語
を
用
い
て
も
よ
い
が
、「
法
律
要
件
」
と
し
て
違
法
と
い
う
用
語
を
用
い
て

　（
五
〇
四
）
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は
い
け
な
い
、
と
い
う
潮
見
佳
男
と
同
じ
見
解
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
潮
見
佳
男
か
ら
の
批
判
に
対
す
る
形
で
、
既
に
答

え
て
い
る
。

　

な
お
、
過
失
に
つ
い
て
、
内
田
貴
・
前
掲
書
三
一
八
頁
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
は
、
誠
に
正
鵠
を
得
た
も
の
と
考
え
る
。

　
「
し
か
し
、
人
々
の
社
会
活
動
に
伴
う
危
険
性
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
能
力
に
応
じ
て
精
神
を
緊
張
さ
せ
て
い
た

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
む
し
ろ
通
常
人

4

4

4

な
ら
そ
の
程
度
の
注
意
を
払
う
だ
ろ
う
と
い
う
水
準
の
行
動
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
た
と
え
当
該
加
害
者
が
自
分
の
能
力
の
レ
ベ
ル
で
十
分
注
意
深
く
行
動
し
て
い
て
も
、
通
常
人
の
基
準
で
不
注
意
と
評
価
さ
れ
る

な
ら
、
過
失
が
あ
り
、
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
過
失
の
判
断
に
客
観
的
な
基
準
が
導
入
さ
れ
る
に
伴
い
、
精
神
の
緊
張
の
欠
如
と
い
う
心
理
状
態

4

4

4

4

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た

過
失
概
念
は
変
容
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
主
観
的
過
失
概
念
の
変
質
は
、
ひ
い
て
は
、
不
法
行
為
責
任
の
帰
責
の
根
拠
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ
ち
、
主
観
的
な
非
難
可
能
性
か
ら
、
社
会
的
な
信
頼
の
保
護
へ
と
重
心
が
移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」。

（
１
）　

し
た
が
っ
て
、
吉
田
邦
彦
「
不
法
行
為
等
講
義
録
」
二
〇
〇
八
年
（
信
山
社
）
二
一
頁
が
、
違
法
一
元
論
に
対
し
て
「
し
か
し
、
民
法
に
な
い
タ
ー
ム
を
わ
ざ
わ

ざ
持
ち
込
む
必
要
は
な
い
」
と
批
判
す
る
の
も
、
誤
解
で
あ
る
。

　

⑻　

近
江
幸
治
「
民
法
講
義
Ⅵ
〔
第
二
版
〕」
二
〇
〇
七
年
（
成
文
堂
）
一
三
一
頁
は
、
次
の
よ
う
に
、
過
失
違
法
二
元
論
を
支
持
す
る
。

　
「
思
う
に
、『
過
失
』
は
、
す
で
に
心
理
的
・
主
観
的
態
様
か
ら
離
れ
、
法
的
評
価
を
受
け
た
価
値
規
範
（
＝
注
意
義
務
違
反
）
と
し
て
展

開
し
て
き
た
以
上
、『
故
意
・
過
失
』
＝
主
観
的
要
件
、『
権
利
侵
害
な
い
し
違
法
性
』
＝
客
観
的
要
件
、
と
い
う
単
純
な
図
式
で
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
論
的
矛
盾
は
、
過
失
一
元
論
、
違
法
性
一
元
論
が
、
つ
と
に
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
（
と
り
わ
け
、
新
過

　（
五
〇
五
）
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失
論
の
通
説
批
判
は
正
当
で
あ
り
、
違
法
性
不
要
論
の
主
張
に
合
理
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
）。
だ
が
、『
違
法
性
』
概
念
が
、
単

に
『
権
利
侵
害
』
拡
大
機
能
だ
け
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
の
が
正
確
な
分
析
で
あ
ろ
う
。
上
記
」「
新
二
元
論
が

こ
ぞ
っ
て
説
く
ご
と
く
、
そ
の
表
現
に
微
細
な
差
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
あ
る
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
違
法
・
不
法
と
評

価
さ
れ
る
際
に
は
、
お
そ
ら
く
、
加
害
行
為
と
の
相
関
性
に
よ
る
『
違
法
性
』
の
判
断
が
入
っ
て
い
よ
う
。
侵
害
行
為
が
一
般
に
『
過
失
』

か
ら
判
断
さ
れ
る
と
し
て
も
、『
被
侵
害
利
益
』
が
保
護
に
値
す
る
か
ど
う
か
は
別
の
法
的
評
価
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
違
法
性
概
念
の
こ

の
よ
う
な
機
能
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
概
念
は
な
お
か
つ
有
用
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」。「
新
二
元
論
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」。

　

こ
の
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
過
失
一
元
論
に
対
す
る
批
判
は
見
ら
れ
る
が
、
違
法
一
元
論
に
対
す
る
批
判
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、「
過
失
」
と
「
法
益

侵
害
」
が
別
の
法
的
評
価
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
違
法
一
元
論
へ
の
批
判
で
あ
り
、
過
失
違
法
二
元
論
を
採
用
す
る
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
法
的
評
価
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
過
失
」
と
「
法
益
侵
害
」
が
「
別
の
法
的
評
価
」
で
あ
る
の
に
、

そ
れ
が
同
じ
次
元
で
比
較
衡
量
が
な
さ
れ
る
と
い
う
法
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
、
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

　

⑼　

窪
田
充
見
「
不
法
行
為
法
」
二
〇
〇
七
年
（
有
斐
閣
）
九
五
頁
は
、
次
の
よ
う
に
、
違
法
一
元
論
を
批
判
す
る
。

　
「
違
法
性
と
有
責
性
を
区
別
し
な
い
と
い
う
あ
ら
た
な
、
そ
し
て
、
本
書
も
依
拠
す
る
見
解
は
、
七
〇
九
条
の
条
文
に
な
い
違
法
性
と
い

う
言
葉
を
要
件
と
し
て
排
除
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
元
化
す
る
と
い
う
場
合
に
、
過
失
に
で
は
な
く
、
違
法
性
に
一
元
化
す
る
と
い
う
選

択
も
あ
り
得
る
が
、
こ
の
場
合
の
違
法
性
は
、
七
〇
九
条
の
過
失
に
置
き
換
わ
る
も
の
な
の
で
、
や
は
り
、
過
失
を
要
件
と
し
つ
つ
、
そ
れ

と
は
別
に
認
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
の
違
法
性
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。
問
題
は
、
そ
れ
で
は
、
七
〇
九
条
の
文
言
に
含
ま
れ

て
い
る
権
利
侵
害
と
い
う
要
件
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
」。

　（
五
〇
六
）
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こ
の
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
七
〇
九
条
の
条
文
に
な
い
違
法
性
と
い
う
言
葉
」
と
い
う
の
は
、
誤
解
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
（「
第
二
」）。
次

に
、
違
法
一
元
論
が
違
法
性
を
「
過
失
」
に
置
き
換
え
る
、
と
い
う
の
も
誤
解
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
（「
第
二
」）。

　

次
に
、
窪
田
充
見
・
前
掲
書
八
九
頁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
違
法
性
（
結
果
違
法
）
が
、
果
た
し
て
損
害
賠
償
法
と
し
て
の
不
法
行
為
法
に
お
い
て
、
そ
の
積
極
的
な
意
義

を
有
す
る
も
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

生
命
や
身
体
の
よ
う
な
絶
対
権
の
侵
害
（
死
亡
や
負
傷
）
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
行
為
態
様
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
不

法
行
為
責
任
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
行
為
態
様
を
検
討
し
た
う
え
で
、
侵
害
者
の
不
法
行
為
責
任
が
認

め
ら
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
」。

　

こ
の
見
解
は
正
し
い
が
、
要
件
事
実
論
か
ら
見
て
、
そ
れ
を
「
過
失
」
だ
け
で
判
断
で
き
る
の
か
、「
権
利
侵
害
、
法
益
侵
害
」
と
い
う

要
件
が
民
法
第
七
〇
九
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
無
視
し
て
よ
い
の
か
、
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
過
失
一
元
論
を
採
用
す
る
、
と
し
な
が
ら
、「
第
二
節　

故
意
と
過
失
」（
窪
田
充
見
・
前
掲
書
三
七
頁
）
と
は
別
に
、「
第
三

節　

権
利
侵
害
と
違
法
性
」（
窪
田
充
見
・
前
掲
書
八
〇
頁
）
を
解
説
し
て
お
り
、
例
え
ば
、「
生
命
・
身
体
・
健
康
」
の
と
こ
ろ
で
「
故
意

又
は
過
失
に
よ
っ
て
身
体
や
健
康
が
害
さ
れ
」
と
い
っ
た
説
明
が
あ
り
（
窪
田
充
見
・
前
掲
書
一
〇
八
頁
）、
あ
た
か
も
、
過
失
違
法
二
元

論
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
こ
れ
と
過
失
一
元
論
と
は
、
ど
の
よ
う
に
調
和
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
平
井
宜
雄
の
過
失

一
元
論
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
平
井
宜
雄
「
債
権
各
論
Ⅱ
」
一
九
九
二
年
（
弘
文
堂
）
二
五
、
三
九
頁
）。

　

さ
ら
に
、
過
失
一
元
論
を
採
用
す
る
の
な
ら
ば
、
過
失
一
元
論
に
対
す
る
批
判
（
例
え
ば
、
前
田
達
明
・
前
掲
論
文
一
七
頁
）
に
答
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　（
五
〇
七
）
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な
お
、
窪
田
充
見
・
前
掲
書
四
八
頁
は
、
信
頼
責
任
論
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
「
そ
の
ひ
と
つ
の
説
明
と
し
て
、『
信
頼
責
任
』
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
信
頼
責
任
と
い
う
言
葉
は
、
民
法
総
則
の
法

律
行
為
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
も
出
て
く
る
が
、
そ
こ
で
は
、
信
頼
を
醸
成
し
た
者
は
そ
れ
に
つ
い
て
責
任
を
負
担
す
る
と
い
っ
た
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
表
見
代
理
責
任
の
説
明
に
お
い
て
は
、（
1
）
代
理
権
の
授
与
等
に
よ
っ
て
代
理
権
が
あ
る
か
の
よ
う
な

外
形
が
作
り
出
さ
れ
た
、（
2
）
相
手
方
は
代
理
権
の
存
在
を
信
頼
し
た
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
信

頼
責
任
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
信
頼
責
任
に
お
い
て
は
、
外
形
の
作
出
と
い
う
本
人
へ
の
帰
責
を
基
礎
づ

け
る
事
情
と
相
手
方
の
正
当
な
信
頼
の
保
護
の
必
要
性
と
い
う
二
つ
が
柱
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
従
来
の
不
法
行
為
法
の
議
論
に
お
い
て
信
頼
責
任
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
、『
信
頼
を
裏

切
っ
た
』
と
い
う
、
上
記
の
（
2
）
に
相
当
す
る
部
分
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
義
務
を
遵
守
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
違
反
す
る
こ
と
は
そ
の
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
社
会
的

な
マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
す
と
い
っ
た
と
ら
え
方
を
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
信
頼
責
任
と
い
う
説
明
は
、
必
ず
し
も
、
な
ぜ
責
任

を
負
う
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
十
分
な
説
明
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
信
頼
の
対
象
は
、
義
務
を
遵
守
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
信
頼
責
任
か
ら
は
、
な
ぜ
義
務
を
遵
守
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
お
い
て
は
、
他
人
を
害
さ
な
い
た
め
に
一
定
の
義
務
を
相
互
が
負
担
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
所
与
の
前
提
と
し
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
次
の
疑
問
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
所
与
の
前
提

は
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
上
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
こ
と
は
、
結
局
、
終
わ
り
の
な
い
問
い
に
向
か
う
こ
と

に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」。

　

そ
れ
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
前
田
達
明
「
民
法
の
〝
な
ぜ
〞
が
わ
か
る
」
二
〇
〇
五
年
（
成
文
堂
）
二
七
頁
）。

　（
五
〇
八
）
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「
行
為
『
義
務
』
と
い
う
の
は
、
法
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
『
せ
よ
！
』
と
義
務
付
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
ど
の
条
文
が
義
務
付
け
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
民
法
一
条
二
項
で
す
。
す
な
わ
ち
、
行
為
の
自
由
（
憲
一
三
条
な
ど
）
な
ど
の
権
利
の
行
使
や
義
務
の
履

行
（
例
え
ば
、
医
師
が
診
療
の
義
務
を
履
行
す
る
）
に
お
い
て
は
『
信
義
に
従
い
誠
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
の
が
、
そ
の

法
的
根
拠
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
信
義
則
は
、『
他
人
の
法
益
を
害
さ
な
い
よ
う
に
せ
よ
！
』
と
い
う
一
般
的
な
命
令
規
定
で
、
そ
こ
か
ら
、

各
具
体
的
事
件
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
行
為
義
務
』
が
具
体
化
さ
れ
る
、
と
解
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
法
義
務
に
違
反
す

れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
法
的
制
裁
（
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
の
あ
る
中
で
、
民
法
七
〇
九
条
の
損
害
賠
償
責
任
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
過
失
の
前
提
で
あ
る
『
行
為
義
務
』
は
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
行
為
義
務

は
、
法
が
予
定
す
る
標
準
的
な
人
の
能
力
に
よ
っ
て
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
義
務
で
あ
り
、
具
体
的
な
加
害
者
の
能
力
に
よ
っ
て
は
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
責
任
は
免
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
運
転
免
許
を
取
得
し
た
ば
か
り
で
、
う
ま
く
カ
ー
ブ
を

回
り
切
れ
ず
に
他
人
の
自
動
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
い
う
と
き
、
標
準
的
な
自
動
車
運
転
者
な
ら
ば
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
加
害
者
は
過
失
あ
り
と
さ
れ
て
（
こ
れ
を
具
体
的
な
加
害
者
を
問
題
と
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、『
抽
象
的
過
失
』
と
い
い
ま
す
）、
免

責
さ
れ
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
社
会
生
活
上
、
被
害
者
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
加
害
者
と
な
る
行
為
者
と
接
触
す
る
場
合
に
、
そ
の
行

為
者
が
、
そ
の
場
に
お
い
て
、
標
準
的
な
人
と
同
じ
行
為
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
期
待
信
頼
が
な
け
れ
ば
、
生
活
が
成
り
立
た
な
い
か
ら
で

す
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
相
手
方
の
能
力
を
予
測
し
て
い
て
は
、
現
代
社
会
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
高
度
な
技
術
社
会

に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
信
頼
の
上
に
、
我
々
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
（
交
通
、
商
品
取
引
な
ど
）。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
人
が
社
会
生
活
を
す
る
と
き
、
必
ず
他
人
の
法
益
を
侵
害
す
る
危
険
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
法
は
、
社
会
生

活
上
、
行
為
義
務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
者
に
設
定
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
社
会
構
成
員
へ
の
行
為
義
務
の
分
配
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

し
た
が
っ
て
、
社
会
生
活
上
の
危
険
の
分
配
、
す
な
わ
ち
、『
ど
の
危
険
を
ど
の
人
に
防
止
さ
せ
る
べ
き
か
』
を
行
為
義
務
を
定
め
る
こ
と

　（
五
〇
九
）
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に
よ
っ
て
分
配
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
人
は
、
他
の
社
会
構
成
員
が
各
自
に
分
配
さ
れ
た
行
為
義
務
を
守
る
こ
と
へ
の
信
頼
を
裏
切

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
過
失
あ
り
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
が
許
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
過
失
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
の
帰
責
の
根

拠
は
、『
信
頼
原
則
』
で
あ
る
、
と
い
う
学
者
も
い
ま
す
（
故
意
に
よ
る
不
法
行
為
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
意
思
』
が
帰
責
根
拠
で
し
た
ね
）。

　

じ
つ
は
、
こ
の
こ
と
は
、
不
法
行
為
法
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
取
引
法
す
な
わ
ち
契
約
法
（
広
く
法
律
行
為
法
）
に
お
け
る
法
律
効
果
発

生
の
根
拠
と
し
て
も
働
く
も
の
で
、『
意
思
』
と
『
信
頼
』
が
法
律
行
為
の
法
律
効
果
発
生
根
拠
な
の
で
す
」。

　

⑽　

平
野
裕
之
「
不
法
行
為
法
」
二
〇
〇
七
年
（
信
山
社
）
六
三
頁
は
、
次
の
よ
う
に
、
違
法
一
元
論
を
批
判
す
る
。

　
「
二
つ
の
要
件
を
維
持
す
る
学
説
（
本
書
の
立
場
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
重
複
し
た
二
つ
の
概
念
を
認
め
る
意
義
は
な
い
が
、
便
宜
的
に
二

つ
認
め
て
お
く
こ
と
を
否
定
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
や
、
二
つ
の
側
面
を
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
て
、
両
要
件
を
維

持
す
る
学
説
が
あ
り
」「
こ
れ
が
依
然
と
し
て
通
説
で
あ
る
と
い
え
る
（
判
例
も
違
法
性
と
過
失
を
認
め
る
）。

　

例
え
ば
、
名
誉
毀
損
で
は
、
虚
偽
の
事
実
で
あ
っ
た
ら
客
観
的
に
違
法
で
あ
り
、
た
だ
そ
れ
を
真
実
と
信
じ
た
こ
と
に
過
失
が
な
け
れ
ば

違
法
で
は
あ
る
が
無
過
失
を
理
由
に
責
任
が
否
定
さ
れ
る
。
正
当
防
衛
で
は
違
法
性
が
棄
却
さ
れ
る
が
、
誤
想
防
衛
の
場
合
に
は
違
法
性
が

阻
却
さ
れ
な
い
が
、
過
失
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
ま
た
、
無
過
失
責
任
に
お
い
て
は
、
予
見
可
能
性
を
問
わ
な
い
絶
対
的
な
義
務
が

負
わ
さ
れ
、
義
務
違
反
＝
違
法
性
は
認
め
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予
見
可
能
性
が
な
く
無
過
失
で
も
違
法
な
行
為
に
つ
い
て
責
任
を
負

わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
債
権
侵
害
や
不
当
訴
訟
の
よ
う
に
、
過
失
が
あ
っ
て
も
違
法
性
が
否
定
さ
れ
た
り
、
正
当
防
衛
や
ボ
ク
シ

ン
グ
と
い
っ
た
正
当
行
為
の
よ
う
に
加
害
の
故
意
ま
で
あ
っ
て
も
（
但
し
違
法
性
の
認
識
を
故
意
に
要
求
す
れ
ば
故
意
は
な
い
）
違
法
性
が

否
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
英
米
法
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（negligence

）
や
フ
ラ
ン
ス
法
の
フ
ォ
ー
ト
（faute

）
の
よ
う
に
、
過
失
と
違
法
性
判
断
を

一
元
化
し
た
一
つ
の
概
念
で
済
み
そ
れ
で
不
都
合
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
で
も
一
元
化
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
が

　（
五
一
〇
）
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国
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
学
か
ら
違
法
性
論
が
導
入
さ
れ
、
判
例
、
従
っ
て
ま
た
訴
訟
実
務
に
お
い
て
も
違
法
性
と
い
う
要
件
が
確
立
し
て
お

り
、
訴
訟
当
事
者
が
違
法
性
を
問
題
に
す
る
か
過
失
を
問
題
に
す
る
か
、
自
由
に
行
え
る
フ
ァ
ジ
ー
さ
が
あ
る
。
一
般
の
傾
向
と
し
て
は
、

不
法
行
為
の
類
型
に
は
、
身
体
侵
害
や
財
産
権
侵
害
の
よ
う
に
、
そ
の
侵
害
は
当
然
違
法
と
し
た
上
で
、
過
失
判
断
、
と
り
わ
け
予
見
可
能

性
判
断
が
不
法
行
為
の
成
否
の
中
心
的
判
断
に
な
る
類
型
と
、
そ
の
よ
う
な
権
利
侵
害
を
介
さ
な
い
で
財
産
的
損
害
を
与
え
る
事
例
や
受
忍

限
度
論
が
問
題
と
な
る
平
穏
な
生
活
を
す
る
利
益
の
侵
害
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
違
法
性
判
断
自
体
が
問
題
に
な
り
、
そ
こ
に
義
務
違
反
の

判
断
が
含
ま
れ
、
更
に
過
失
判
断
を
す
る
こ
と
は
屋
上
屋
を
架
す
よ
う
な
類
型
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

予
見
可
能
性
の
有
無
は
過
失
判
断
で
行
っ
た
ほ
う
が
座
り
は
よ
い
し
、
法
の
禁
止
・
命
令
に
反
す
る
行
為
か
許
さ
れ
た
行
為
（
適
法
な
行

為
）
か
の
判
断
に
は
、
違
法
性
判
断
で
行
っ
た
ほ
う
が
な
ん
と
な
く
座
り
が
よ
い
。
あ
ま
り
厳
格
か
つ
学
理
的
に
、
二
つ
の
要
件
に
つ
い
て

考
え
る
必
要
な
く
、
フ
ァ
ジ
ー
な
実
務
の
運
用
を
容
認
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
差
止
請
求
や
正
当
防
衛
と
い
っ
た
制
度
と
の

関
係
で
も
、
違
法
性
判
断
の
ほ
う
が
広
い
概
念
で
あ
る
と
し
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」。

　

こ
の
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
解
答
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

法
解
釈
学
が
〝
フ
ァ
ジ
ー
〞
で
あ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
は
、
措
く
と
し
て
、
過
失
違
法
二
元
論
を
採
用
し
な
が
ら
、
異
な
っ
た
次
元
の

概
念
で
あ
る
過
失
と
違
法
を
比
較
衡
量
す
る
こ
と
が
、
何
故
に
許
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
違
法
性
判
断
と
過
失
判
断
と
が
区
別
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
認
め
る
の
な
ら
ば
（
平
野
裕
之
・
前
掲
書
六
二
頁
）、

過
失
も
違
法
要
素
（
行
為
違
法
）
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
法
益
侵
害
（
結
果
違
法
）
と
比
較
衡
量
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
理
論
と
し
て
一

貫
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　（
五
一
一
）



違
法
一
元
論
に
つ
い
て

�

四
二

同
志
社
法
学
　
六
一
巻
二
号

四
．
結
び
に
か
え
て

　

⑴　

近
時
、
権
利
論
か
ら
の
〝
新
し
い
動
き
〞
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
（
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九
九

年
（
信
山
社
）
二
四
頁
、
山
本
敬
三
「
不
法
行
為
法
学
の
再
検
討
と
新
た
な
展
望
―
権
利
論
の
視
点
か
ら
―
」
法
学
論
叢
一
五
四
巻
四
・
五
・

六
号
（
前
田
達
明
教
授
還
暦
祝
賀
記
念
号
）
二
〇
〇
四
年
二
九
二
頁
）。

　

こ
の
〝
新
し
い
動
き
〞
に
対
し
て
は
、「
過
失
一
元
論
」
は
「
権
利
侵
害
」
を
捨
て
去
る
の
で
あ
る
か
ら
不
適
合
で
あ
り
、
過
失
違
法
二

元
論
は
被
害
者
の
「
権
利
」
と
加
害
者
の
「
権
利
」
の
衡
量
（
潮
見
佳
男
「
不
法
行
為
法
」
一
九
九
九
年
（
信
山
社
）
二
六
頁
）
に
は
不
適

合
で
あ
り
、
結
局
、
違
法
一
元
論
の
み
が
、
こ
の
〝
新
し
い
動
き
〞
に
妥
当
な
理
論
的
枠
組
み
を
提
供
し
得
る
の
で
あ
る
（
潮
見
佳
男
・
前

掲
書
四
五
頁
）。
と
い
う
よ
り
も
、
違
法
一
元
論
こ
そ
が
、
不
法
行
為
法
学
の
歴
史
か
ら
見
て
、
こ
の
〝
新
し
い
動
き
〞
を
生
み
出
し
た
一

つ
の
契
機
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
違
法
一
元
論
は
、「
法
秩
序
維
持
」
を
重
視
し
、〝
新
し
い
動
き
〞
は
「
権
利
自
由
」
を
重
視
す
る
（
山
本
敬
三
・
前
掲
論
文

三
三
〇
頁
、
同
三
四
三
頁
）。
た
だ
、
権
利
自
由
も
憲
法
以
下
の
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
憲
法
第
一
一
条
は
、

〝
基
本
的
人
権
は
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
た

0

0

0

0

0

も
の
で
あ
る
（
傍
点
筆
者
）〞
と
し
、
憲
法
第
九
七
条
は
〝
基
本
的
人
権
は
現
在
及

び
将
来
の
国
民
に
信
託

0

0

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
〞
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、「
法
秩
序
維
持
」
と
「
権
利
自
由
」
は
、
こ

れ
こ
そ
〝
コ
イ
ン
の
表
裏
〞
と
い
え
よ
う
。

　

も
っ
と
も
、
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
は
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
官
に
お
け
る
汚
職
・
公
権
力

の
濫
用
（
例
え
ば
、
無
駄
な
行
政
支
出
）
な
ど
、
民
に
お
け
る
偽
装
問
題
な
ど
、
あ
る
い
は
「
エ
コ
」
な
ら
ぬ
「
エ
ゴ
」
の
横
行
（
例
え
ば
、

交
通
ル
ー
ル
無
視
）
と
い
っ
た
、「
法
秩
序
」
無
視
の
現
状
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
さ
な
い
日
は
な
い
。
し
か
も
、「
権
利
自
由
」
の
重

視
は
、
社
会
の
格
差
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
大
き
な
〝
ひ
ず
み
〞
を
生
み
出
し
て
い
る

　（
五
一
二
）
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こ
と
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、「
権
利
自
由
」
を
重
視
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
法
秩
序

維
持
」
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
や
法
律
で
保
護
さ
れ
た
権
利
や
自
由
も
、
憲
法
や
法
律
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
（
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
）、
そ
れ
は
、「
公
共
の
福
祉
」
の
た
め
に
、
こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
（
憲
法
第
一
二
条

や
民
法
第
一
条
）、
と
い
う
「
法
秩
序
維
持
」
の
観
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る（

1
）。

　

さ
ら
に
、
民
事
手
続
の
制
度
上
、
訴
訟
は
、
人
と
人
の
権
利
の
対
立
、
と
い
う
構
造
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
例
え
ば
、
環
境
破

壊
と
い
っ
た
場
合
の
、
不
法
行
為
訴
訟
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
ろ
に
あ
る
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
を
含
め
た
地
球
を
守
る
、
と
い
う

こ
と
を
、
法
秩
序
の
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う（

2
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
不
法
行
為
法
の
制
度
目
的
は
、
具
体
的
加
害
者
と
具
体
的
被
害
者
の
間
の
損
害
分
配
に
尽
き
る
、
と
い
う
批
判
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
、
不
法
行
為
法
の
主
た
る

0

0

0

制
度
目
的
は
、
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
判

決
に
お
い
て
、「
過
失
」
に
つ
い
て
、「
い
や
し
く
も
人
の
生
命
及
び
健
康
を
管
理
す
べ
き
業
務
（
医
業
）
に
従
事
す
る
者
は
」（
最
判
昭
和

三
六
年
二
月
一
六
日
民
集
一
五
・
二
・
二
四
四
）
と
か
、「
お
お
よ
そ
自
動
車
運
転
者
た
る
も
の
は
」（
最
判
昭
和
四
三
年
八
月
二
日
民
集
二

二
巻
八
号
一
五
二
五
頁
の
第
一
審
岡
山
地
裁
判
決
）、
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
正
に
、
当
該
具
体
的
事
件
の
解
決
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の

同
種
の
事
件
に
お
い
て
、
そ
れ
が
、
判
例
法
と
し
て
、
す
な
わ
ち
裁
判
規
範
と
し
て
、（
憲
法
第
一
二
条
、
同
第
一
三
条
に
由
来
す
る
民
法

第
一
条
第
二
項
の
命
令
規
範
の
具
体
化
と
し
て
）、「
法
秩
序
維
持
」
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
判
断
が
機
能
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
、
生
成
中
の
利
益
（
環
境
利
益
な
ど
）
は
如
何
な
る
要
件
が
充
足
さ
れ
れ
ば
、
民
法
第
七
〇
九
条
の
「
権
利
」
あ

る
い
は
「
法
益
」
と
認
め
ら
れ
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
、
憲
法
第
一
三
条
以
下
と
そ
れ
に
由
来
す
る
各
法
の
中
の
「
分
配

規
範
」
の
具
体
化
と
し
て
、
そ
の
後
の
裁
判
規
範
と
し
て
、
す
な
わ
ち
法
秩
序
の
一
環
と
し
て
、
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら

は
、
単
に
、
裁
判
規
範
と
し
て
機
能
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
行
為
規
範
」
と
し
て
も
機
能
す
る（

3
）の

で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
、
不
法
行
為

　（
五
一
三
）
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法
が
法
秩
序
維
持
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
は
、
明
白
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
重
要
な
も
の
と
い
え
よ
う（

4
）。

　

⑵　

他
方
、
不
法
行
為
法
上
の
個
々
の
解
釈
論
に
眼
を
向
け
る
と
、「
過
失
相
殺
」
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
行
為
の
違
法
性
の
比
較
で

あ
る
か
ら
、「
違
法
性
相
殺
」
と
考
え
る
こ
と
で
、
理
論
的
整
合
性
が
は
か
ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
寄
与
度
（
法
典
に
存
在
し
な
い
用
語
で
あ
る
。）

は
、
複
数
加
害
者
の
行
為
の
違
法
性
の
問
題
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
が
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
違
法
性
の
程
度

の
大
小
と
い
う
表
現
を
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

5
）。

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
違
法
論
は
必
要
で
あ
り
、
過
失
違
法
二
元
論
や
過
失

一
元
論
で
は
説
明
が
困
難
で
あ
り
、
違
法
性
一
元
論
が
、
そ
の
効
力
を
発
揮
す
る
。
そ
れ
は
、
不
法
行
為
法
の
主
た
る
制
度
目
的
が
、
各
当

事
者
の
事
情
を
比
較
衡
量
し
て
、
い
ず
れ
の
当
事
者
に
、
ど
れ
だ
け
の
損
害
を
負
担
さ
せ
る
の
が
公
平
か
、
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
実
質
的
理
由
か
ら
し
て
も
、
違
法
一
元
論
は
妥
当
な
理
論
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
実
は
、
損
害
論
に
つ
い
て
も
、
違
法

一
元
論
は
有
益
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
違
法
一
元
論
は
、
現
在
に
お
い
て
、
ま
た
近
未
来
に
お
い
て
も
、
民
法
第
七
〇
九
条
の
解
釈
論
と
し
て
、
も
っ
と
も
妥

当
な
見
解
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
え
た
と
考
え
る
。

（
1
）　
〝「
権
利
自
由
」
重
視
説
も
、
他
人

0

0

の
「
権
利
自
由
」
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
〞
と
い
う
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
背
理
で
あ
る
。「
権
利
自
由
」

重
視
説
は
、
そ
の
歴
史
的
系
譜
か
ら
し
て
（
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
そ
の
典
型
例
）、
ま
ず
「
自
己

0

0

」
の
「
権
利
自
由
」
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
法

秩
序
維
持
」
重
視
説
は
、「
権
利
自
由
」
の
限
界
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人

0

0

の
「
権
利
自
由
」
を
も
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

（
2
）　

も
っ
と
も
、「
権
利
自
由
重
視
」
か
「
法
秩
序
維
持
」
か
が
、
現
実
の
裁
判
で
争
い
と
な
っ
た
と
き
は
、
裁
判
官
は
、
そ
の
調
和
を
目
指
し
て
努
力
を
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
正
に
「
個
と
共
同
性
」
の
「
再
定
位
」
で
あ
ろ
う
（
大
村
敦
志
「
民
法
総
論
」
二
〇
〇
一
年
（
岩
波
書
店
）
一
五
七
頁
）。
そ
れ
が
、
憲
法
と
民
法
の
共
働

か
（
し
か
も
憲
法
主
導
か
。
山
本
敬
三
）、
民
法
そ
の
も
の
の
あ
り
方
か
ら
の
出
発
（
大
村
敦
志
）
か
は
、
民
法
第
一
条
を
見
れ
ば
、
大
村
敦
志
も
認
め
る
よ
う
に
、

そ
の
差
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
法
解
釈
方
法
論
か
ら
い
え
ば
、
憲
法
が
上
位
規
範
で
あ
る
故
に
、
前
者
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
山
本
敬
三
「
憲
法
・
民
法
関
係
論
の
展
開
と
そ
の
意
義
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
四
六
号
一
七
頁
、
六
四
七
号
四
四
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

　（
五
一
四
）
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（
3
）　

例
え
ば
、
銀
行
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
な
取
引
義
務
を
守
れ
ば
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
く
て
す
む
か
と
い
う
先
例
を
求
め
て
、
最
高
裁
判
所
ま
で
（
全
国
統
一

の
基
準
を
求
め
て
）
争
う
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
4
）　

判
例
法
が
法
源
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は
、
そ
れ
は
法
解
釈
の
「
基
準
」（
平
井
宜
雄
の
「
準
則
」
と
同
旨
と
考
え
る
。）
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
が
、
後
に
裁
判
に
多
大
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
は
変
り
な
い
（
裁
判
所
法
第
一
〇
条
第
三
号
参
照
）。

（
5
）　

な
お
、
差
止
請
求
に
お
け
る
「
寄
与
度
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
自
然
科
学
的
に
検
証
さ
れ
る
、
原
因
度
の
〝
大
小
〞
が
中
心
と
な
る
。
そ
れ
は
、
損
害
賠
償
と

異
な
り
、
将
来
の
損
害
発
生
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
、
考
察
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
法
益
侵
害
の
可
能
性
の
〝
大
小
〞
と
い
う
意
味
で
違
法
性
の

大
小
の
問
題
で
あ
る
。
四
宮
和
夫
「
不
法
行
為
」
一
九
八
五
年
（
青
林
書
院
）
四
七
九
頁
が
、「
行
為
の
違
法
性
」
の
問
題
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
故
意
や
過
失
が
、

矢
張
り
、
法
益
侵
害
の
可
能
性
の
大
小
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
理
解
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

（
後
記
）　

龍
田
節
先
生
に
、
は
じ
め
て
、
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
先
生
が
、
京
都
大
学
法
学
部
に
お
け
る
初
講
義
で
あ
る
外
書
購
読
（
英
）
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
講
義
を
さ

れ
た
の
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
で
あ
る
。

　

先
生
の
授
業
は
、
誠
に
厳
し
く
、
毎
回
つ
い
て
行
く
の
が
精
一
杯
で
、
青
息
吐
息
で
あ
っ
た
の
を
憶
え
て
い
る
。
し
か
し
、
一
度
、
授
業
を
離
れ
る
と
、
大
阪
証
券
取
引

所
や
銀
行
の
見
学
と
い
っ
た
、
誠
に
楽
し
い
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
御
企
画
な
さ
っ
た
。
大
阪
証
券
取
引
所
で
は
、
御
案
内
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
方
が
、〝
片
手
千
両
の
市

が
立
つ
〞
と
歌
っ
て
下
さ
っ
た
の
を
、
今
も
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
そ
の
後
、
私
も
京
都
大
学
法
学
部
に
残
り
、
京
都
大
学
法
学
部
北
館
研
究
棟
に
お
い
て
、
先
生
の
研
究

室
の
隣
に
研
究
室
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
幸
い
、
と
ば
か
り
に
、
商
法
上
は
勿
論
、
種
々
の
難
問
に
出
会
う
と
、
し
ば
し
ば
、
先
生
の
研
究
室
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
お
邪

魔
を
し
た
が
、
い
つ
も
御
懇
切
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
志
社
大
学
司
法
研
究
科
に
移
っ
て
か
ら
も
、
御
迷
惑
も
省
み
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
攻
め
で
、
お
騒
が

せ
を
し
て
き
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
先
生
に
は
数
多
く
の
優
れ
た
お
弟
子
が
お
ら
れ
る
中
で
、
私
は
一
番
永
く
、
そ
し
て
親
し
く
御
教
導
を
賜
っ
て
き
た
不
肖
の
弟
子
で
あ
る
、
と
自
覚
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
先
生
の
大
い
な
る
学
恩
に
対
し
て
、
こ
の
拙
稿
を
深
甚
な
る
感
謝
の
念
を
も
っ
て
、
先
生
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　（
五
一
五
）




